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株式会社 ぶんか社
 


本日の業務は快感開発です!?




無愛想貴公子に大人のオモチャで乱されてます！





黄田原秋生・著

鈴川みなと・イラスト









※本作品の内容はすべてフィクションです。

　実在の人物・団体・事件などには一切関係ありません。








　奨学金返済の引き落とし予定日は三日後。口座残高は五万円余り。

（良かった、今月は間に合った……）

　沢さわ木き菜な摘つみは、ほっと息を吐き、胸を撫で下ろした。風呂上がりの濡れたショートカットの髪の毛が、額に張り付いて不快だった。早く乾かして寝ないと、なんて思うけれど、今の状況で、明日をも知れぬ身では眠気も来ない。

（でも、来月はどうしよう）

　まとまった収入が入ってくるアテは、ない。明日はなんとか日雇いのバイトを見つけられたけれど、日給一万円もいかないのでは、数百万単位の奨学金の返済残高には焼け石に水だ。

「またあんた、通帳見て難しい顔してんの？　いくら睨にらんだって、お金は増えないわよ。大丈夫よ、家賃と食費はお母さんがなんとかしたげるから」

　背後から、脳天気な声が聞こえてくる。振り返った菜摘に、母親の裕ゆう子こは歯ブラシを片手に握り、さらに言葉を繋げた。

「あのね、あんたがね、なっちゃんが悪いわけじゃないんだから。変な会社に入っちゃったのは、運が悪かっただけなの。今はとりあえずのんびりして、次はちゃんとした会社選ぼう？」

「……うん、ありがとうお母さん」

　菜摘は曖あい昧まいな笑顔を返すほかない。菜摘が中学生の時に離婚して以来、ずっと母一人子一人で育ててきてもらっている身だ。我が家の経済状態の厳しさはよくわかっている。

（情けないなぁ……）

　無理を言って、奨学金まで借りて大学に行かせてもらったのに、新卒で就職した会社の企業体質が合わず、三カ月余りで辞めてしまった自分に腹が立つ。母親は「あんなブラック企業、辞めて当然！」なんてかばってはくれるけれど、本当に辞めて良かったのか、菜摘は今でも後悔していた。

（もっと私が我慢強ければ、良かったのに）

　前の会社の事を思い返すと、最初の研修からしてどこかおかしかった。軍隊方式とでも言うのか、山奥の研修所に十日間も軟禁状態にされ、新入社員全員で社訓を大声で叫ぶ、あるいは五十キロの山道を踏破させられる、そんな極限状態にされ、菜摘の中で会社への疑念が膨ふくらんでいった。その後の業務も、アポなしで飛び込み営業を毎日させられる、といった、意味があるのかよくわからない体育会系の社風で、なじめなかった菜摘はもう退職の道を選ぶ以外なくなってしまった。

（あんな会社でも、ちゃんと順応してた同期がいたもんなぁ。私が甘かっただけなのかも……）

　落ち込みながら、テーブルの上の就職情報誌を手に取り、パラパラとめくる。業務内容や時給や勤務地、社保など、さまざまな情報が誌面を埋める中、菜摘の目は一件の求人に止まった。

（契約社員募集、正社員登用あり。女性向け健康器具開発製造及び輸入卸。製品開発アシスタントその他事務。社保完、賞与あり、未経験者歓迎、履歴書デジタルＯＫ、かぁ。場所もお給料もこれならいいかも……）

　この不景気なご時世には珍しいまともな給与水準の、良さそうな会社に思えた。早速、会社名をスマホで検索してみたが、何件かの取引情報が出てくるだけで業務内容はよくわからない。その点は気になったが、小規模な会社なのかもしれない。

（そうだよね、いくら落ち込んでたってしょうがないもん、前向きにがんばろう！）

　明日、バイトが終わったらこの会社に問い合わせをしてみよう、そう考えながら菜摘は眠る事にしたのだった。




　一週間後、菜摘は、面接を受けるために指定された時間の十分前に、会社の住所に来ていた。目の前には瀟しょう洒しゃな低層マンションが鎮ちん座ざしており、その高級そうなたたずまいに菜摘は気け圧おされていた。天窓から自然光の差し込む、明るいエントランスのカウンターには、管理人、というよりコンシェルジュとでも言ったような雰囲気の、受付の女性が艶やかに微笑んでいて、菜摘は自宅の、築三十年の賃貸アパートとつい比べてしまう。

（こ、こんなところに会社なんてあるの？　別世界だよ……）

　量販店の薄っぺらい紺のリクルートスーツで来てしまった自分の、場違いな格好に肩身を狭くしながら、菜摘はなけなしの勇気を振り絞って、カウンターの女性に会社名と面接に来た旨むねを伝える。ほどなくして、奥のエレベーターからグラマラスな妙齢の美女がヒールの音も高らかに、軽やかに歩みながら菜摘に声をかけてきた。

「こんにちは、初めまして。面接にいらした方よね？　ええと、沢木さん、でよろしいかしら？」

「……は、はい、沢木菜摘と申します！　本日はよろしくお願いいたします！」

　女性は、とても美しかった。妖艶、という形容が一番しっくりするのかもしれない。長い睫まつ毛げに彩られた二重の大きな瞳、白い肌に高く通った鼻筋、唇を彩る薔薇色の口紅も、派手な顔立ちを引き立てていて嫌みがない。手入れの良さそうな綺麗な巻き髪を鎖骨の辺りまで垂らし、カシュクールのオフホワイトのワンピースは、彼女の豊満な胸をタイトな薄い布地に包みながら、くびれたウェストや丸いヒップ、長い足の形をはっきり見せてくれる。

「こちらへどうぞ」

　踵きびすを返す彼女の足元は十センチはあるだろうか、細く高いピンヒールで、スタイルの良さをこれでもか、というほど強調していた。エレベーターの狭いブースに入れば、ふわりと花のような芳香が鼻び腔こうをくすぐり、同性であるにも関わらず、菜摘は鼓動が跳ね上がるのを自覚していた。

「ごめんなさいね、緊張なさってる？　ちょっとこのマンション、お金かけすぎよね。うちの父の所有なんですけど、あの人、派手好きなものだから……」

「あの、いえ、大丈夫ですっ」

　緊張しているのは確かだけれど、このマンションが派手だとかではなく、貴女があまりにもお綺麗だから、などと菜摘の胸の中には過よぎった。

「あら、申し遅れましてすみません。私わたくし、この有限会社アイゼニックの代表取締役をさせていただいてます、愛あい染ぜん瑤よう子こ、と申します。沢木さん、よろしくね」

　にこ、と微笑みながら、愛染社長は菜摘に名刺を差し出してきた。両手でかしこまりながら受け取り肩書きに目を通せば、名前の横には、代表取締役、などと並び、医学博士とも書いてあって、菜摘は思わず目の前の愛染社長を見つめてしまった。

（世の中には、こんなに美人でスタイル抜群で社長で、しかも医学博士で、ご実家がマンションを所有されてるお嬢様で、恵まれている人もいるんだなぁ……）

　それに引き替え自分は。

　奨学金返済に追われているし、小柄で胸もないし、色気も皆無だし、男の子みたいな体型と顔立ちだからショートの黒髪しか似合わないし、新卒で就職した会社はブラックだったし、などと、卑屈になるのを押しとどめられない。

（……条件はいいんだけど、無理かも。世界が違いすぎるよぉ……）

　エレベーターが最上階の五階に到着する。

「こちらのワンフロアが、我が社になります」

　愛染社長の案内で通されたそこは、高級そうな調度品に囲まれた明るいリビングになっていた。オフィスらしくない雰囲気の中、ベージュのソファに一人の男性が座り、手元の何かの資料を読み込んでいる。
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「江え角すみくん。こちら本日面接に来られた沢木さん」

「どうも」

　座っている時は普通に見えた彼だったが、立ち上がると驚くくらいの上背があり、菜摘は少し腰が引けてしまう。

（私が百五十二だから、三十センチくらいは高い？　かな……）

　ベージュのチノパンに白のコットンシャツ、というシンプルな格好ながら、もともとのスタイルの良さからか、青年はこのお洒落な空間にもなじんでいる。差し出された手を軽く握り返し、菜摘は会釈した。

「沢木さん、彼は江角くん。専門は機械工学で、基盤系の設計や生体データの分析をしてもらっているわ」

「江角卓たく也やといいます。よろしく」

　彼の自己紹介はぶっきらぼうな言い方だったけれど、どこか耳に残る艶つやめいた低い響きに菜摘の心がざわついた。見上げる形で江角と名乗った青年の顔を覗くけれど、癖のある長めの前髪と銀縁の眼鏡が邪魔で、顔立ちはよくわからない。眼鏡の奥の切れ長の瞳と、引き締まった薄い唇と、生気の薄い、作り物のような白い肌だけが印象に残る。

「社長室、といっても狭いんですけど、こちらにいらしてね」

　リビングの奥のもう一枚の扉を開けながら、愛染社長が手招いてくれた。おずおずと歩を進めれば、菜摘の目には間接照明の灯る長い廊下と、並ぶ何枚ものドアが飛び込んでくる。ドアには、豪華な雰囲気に似つかわしくない事務的な字体で、『開発室』『モニター室』『社長室』『倉庫』など、そんな表札がかけられていた。

「業務内容の詳細や面接はこちらでしますね。とは言っても、今回の応募者の他の方には断られてしまって、もう沢木さんだけですので、貴女あなたさえよろしければ採用させていただきたいのですけど……」

　なんとなくはにかんだような、困ったような表情を浮かべて、愛染社長は社長室と掲げられたドアを開けて、菜摘を案内してくれた。

（……他の人は断った、ってどんな業務内容なの？）

　別世界のような会社の雰囲気に飲まれていた菜摘に、初めて不安が湧き起こる。そうだ、業務内容について、全然知らされていない。他の応募者が断るような業務内容なんて、どんなものなのだろう。菜摘の心に、前の会社で植え付けられたトラウマがよみがえった。

　また、あんな会社だったりしたらどうしよう。そんな菜摘の不安は、その後の愛染社長の説明によって、とんでもない方向に吹き飛んでいってしまったのだった。




　北欧風のカラフルなインテリアと、シンプルながら使いやすそうなソファセットやキャビネットが並ぶ社長室は十二畳ほどの広さで、菜摘は勧められるままに低いソファに腰掛ける。同じようなタイミングでコツコツと扉が叩かれ、先ほどの江角、と呼ばれた青年が、緑茶を盆に乗せて運んできた。

　ローテーブルを挟み愛染社長と江角が目の前に座る中、菜摘は緊張しながら説明を待つ。

「彼、お茶煎いれるの上手なのよ。良ろしければ召し上がって」

　艶然と微笑む愛染社長に促され、菜摘は湯飲みに口をつけた。爽やかな芳香が鼻腔に届き、茶葉の上等さを充分に引き出す美味しいお茶だった。

「美味しいです」

　菜摘が上目遣いで江角を見れば、その言葉に無表情だった口元が少し緩むのがわかった。作り物のように見える江角の、ちょっとした表情の変化に、菜摘は『この人も人間なんだな』など失礼極まりない事を考えてしまう。

「……では、我が社の業務内容の説明をさせていただきますね」

　何冊かの資料を菜摘に手渡しながら、愛染社長はおもむろに口を開く。

「そうねぇ、沢木さん。貴女、自じ慰いはなさるかしら？」

「……は、はい？　あの、何を……？」

　何か、聞き間違いをしたのかと思い、菜摘は目を丸くしながら疑問を返す。そんな菜摘の反応を見ながら、愛染社長はもう一度繰り返した。

「あのね、自慰、つまりオナニーは日常的になさってらっしゃる？」

　聞き間違いではない。愛染社長は瞬きもせずに大きな瞳で菜摘を見つめてくるし、江角の視線も真剣そうに注がれて、冗談やセクハラや、そのようなものではなさそうだった。

「あ、あの、いえ、その、た、たまに……」

　半分、反射のようなものだったが、菜摘はそう答えるしかなかった。たまに、ごく稀まれに、生理の前にムラムラとして、なんとなく自分の性器を触ったり、そんな事はしないでもない。それが自慰と呼べるものなのかは、いまいちよくわからなかったが、なんとなく触れて、なんとなく気持ちいいような感じは知っていた。

「求人広告には『女性向け健康器具』と出しているのだけれど、我が社はいわゆるバイブレーターやディルドなど、女性の自慰に関する製品を開発し、卸おろし売うりをするのがメインの業務になるわ。その他は、海外のラブグッズ、ローションなどを輸入して、試用コメント込みで卸おろしていたりします」

　愛染社長の説明は、立て板に水のようで淀みがない。菜摘は、綺麗で艶っぽい社長の唇から、『自慰』などという言葉が飛び出すのに驚きが隠せず、少々引き気ぎ味みにその説明を聞いている。そんな菜摘の様子に、愛染社長は眉根を寄せて自嘲気味にため息を吐いた。

「……驚いてらっしゃるわね。他の方は、業務内容だけで辞退される方も多いの」

「あの、っ、すいません。大丈夫です」

　慌てて返した菜摘の言葉に愛染社長は微笑んで、前のめりになりながらさらに説明を続けようとする。

「自慰、オナニーと言った方が良ろしいかしら。女性だってオナニーをして当然なのに、男性と比べたら、みんなそのことを隠してしまいがちでしょう？　私は、性医学を研究した立場から、そんな隠されたオナニーという行為を充実させてあげたいの。オナニーをする女性はエロいとか破は廉れん恥ちとか、そんな偏見を払拭させて、これからの女性達に性的な充足を与えたい。そう思って、この会社を立ち上げたのよ。今までの日本製のバイブレーターなどは、男性目線での開発が多くて、本当に女性の快感に寄り添っているのか、私には疑問だったから……」

　ものすごい美女が目の前で、ものすごく熱のこもった信念を語りかけてくる。そんな慣れない状況に、菜摘は気圧されるばかりだった。助け船を求めて横の江角に視線を送るけれども、彼は表情一つ変えずにじっと菜摘を見つめつづけている。

「あ、ありがとうございます、その、愛染社長」

「はい？」

　社長の信念や会社設立の理想は、菜摘にも伝わった。でも、肝心の菜摘の業務内容はよくわからない。

「あの、私が入社させていただいた場合、どのような仕事を……」

　愛染社長が我に返ったように両手で口元を覆い、恥ずかしそうにはにかむ。仕草の一つ一つが可愛らしく、菜摘は、男性に愛されるのはこんなタイプの女性なんだろうな、などと考えてしまう。

「失礼いたしました。つい熱くなってしまって、お恥ずかしいわ。そうね、とにかく今は、製品の開発が追いつかないので、外注しているメーカーさんとの連絡が主になります。後は、モニターでお願いしている女性の皆さんからの、試用の意見をまとめたりなどをお願いしたいと思っています」

「モニター……？」

「『本当に女性が気持ちよいバイブレーター』の開発を目指しているの。ですから、製品を試作し、モニターさんに実際に使ってもらって、意見を集めてフィードバックしていく。そういう意見のとりまとめを、是非お願いしたいのよ？」

　先ほど通った廊下の、『モニター室』という表札を思い出す。

（モニターって、実際に使う、って、あの部屋で使うのかな……？）

　想像してしまうと恥ずかしい。頬が赤らんでいくのを止められない。

「……あの、変な事をお尋ねしますが」

　菜摘は、心の中で引っかかっていた事を聞いてみた。

「その、私が、モニターになる、なんて事はあるのでしょうか……？」

　その質問に、社長と江角が顔を見合わせる。

「そうね、基本的に、モニターさんは風俗業に従事しているセックスワーカーの女性に依頼する事が多いけれど、どうしても都合がつかない時はあるし、その可能性は否定できないわ。けれど、所定のモニター料をお給料に上乗せしてお支払いいたします」

　愛染社長は、机に「労働条件通知書」と書かれた書類を広げ、賃金の欄を指し示す。基本給の下の諸手当欄にモニター料の記載もあったが、思いもかけないほどの高額で、菜摘はつい、皮算用をしてしまった。

　菜摘は迷いはじめていた。最初の業務内容の説明では、絶対にこんな仕事はできない、断ろうとしか思えなかった。けれど、愛染社長の熱のこもった信念を聞かせられ、そして提示された賃金や諸手当て、その他の条件の良さに惹かれはじめているのも事実だった。

（どうしよう……。でも……）

　菜摘の持って生まれた好奇心が、頭をもたげてくる。目の前の美女と、ミステリアスな人間味の少ない青年と、触れた事もないような世界の仕事内容とが、菜摘を誘う。何より賃金やその他の条件の良さだ。昨夜も見ながらため息を吐くしかなかった通帳の額面が、菜摘に決断を促した。

「こちらの雇用契約書もよく読んでくださいね。もし、今すぐ決めるのが難しければ、お返事は後日でも結構ですので」

　クリアファイルにまとめた書類を、愛染社長が差し出してくるのを両手で受け取りながら、菜摘は言葉を返した。

「あの、もし社長が良ろしければ、是非こちらでお世話になりたいのですが……」

　愛染社長の瞳が一瞬大きくなり、そしてすぐに嬉しげに細められた。菜摘はちらっと隣の江角に視線を送ったけれど、彼は特に反応なく、相変わらず表情も変えずに菜摘を見つめている。

「嬉しい！　では改めましてよろしくね、沢木さん！」

　差し出された社長の手を握れば柔らかくてすべすべで、きらびやかなネイルに彩られていて、菜摘はまたどこか、女性としての引け目を感じてしまう。それでもなんとか胸を張り、菜摘は新たな会社への期待と不安を抱えながら、一歩を踏み出す事にしたのだった。

　母親にはさすがに詳しい業務内容は言いにくく、「健康器具の卸おろしの会社の契約社員に決まった」とだけ伝えた。それでも、なんとか無職を脱した娘に母親はとても喜んでくれた。少しでも、心配をかけたお母さんに恩返しをしたい、との一心で、菜摘は無我夢中で働き、そして二カ月余りが過ぎた。




　菜摘にはそこまで社会経験があるわけではないけれど、この『有限会社アイゼニック』の就業環境は抜群に良い、と思うことが多かった。高級マンションの一部屋に入居するオフィスはお洒落で快適そのもので、大きなデスクと最新式のパソコンも菜摘のために用意され、業務内容も社長が親切に教えてくれる。江角は相変わらずあまり菜摘に興味はないようだったが、それでも仕事について尋ねれば必要なことは全部教えてくれた。

（江角さん、美形なのに、いっつも無口で無表情で、でもそこもクールでいいよね）

　菜摘のデスクと江角のデスクは向かい合わせになっていて、彼が真剣に何かを考えている表情が、パソコン越しによく見える。

（もっと前髪短くしたり、眼鏡変えたりしたら、普通にかっこいいのになぁ、なんて失礼かな）

　初めて見た時には意識していなかった彼の顔立ちの良さも、この二カ月で菜摘が気づいたことだった。愛染社長のような人目を引く華やかさがあるわけではないけれど、江角の、冷たさを感じるような雰囲気の中の、ふと気を抜いた時の表情に、菜摘は淡いときめきを感じるようになっていた。あとは、声だ。社外との電話などでの彼の、渋く低い声での受け答えを聞くと、菜摘の胸がつい高鳴ってしまう。

　戸惑った事と言えば、扱う商材が商材だけに、最初にサンプル品のディルドなどに触れた時は、江角の前でこんな卑猥な玩具を手にするなんて、と気恥ずかしかった。その恥ずかしさも二カ月も経つと薄らぎ、普通の商材として、向かいの席の江角を意識することなく、取引先との電話応対もできるようになっていた。例のモニター業務も、今のところ話を振られることはなく、菜摘は安心して働く事ができている。

「おはよう、沢木さん。少しは慣れたかしら？」

　ふわりと香水のいい香りが鼻に届き、そんなことを考えながらメールを打つ菜摘の背後から、愛染社長が声かけをしてくれる。

「は、はい！　気を遣っていただいてありがとうございます！」

「ふふ、良い返事。沢木さんががんばってくれているおかげで、こちらとしても助かっているのよ」

　社長は柔らかく微笑み、菜摘の肩をさらりと撫でる。驚いたのは、海外から輸入されたバイブレーターなどのちょっとしたモニタリングを、社長自身が行おこなっていることだった。「ちょっと試してくるわね」などと、試食でも行くような気軽さで、扇情的な玩具を手にモニター室に入り、出てきても全く平常な様子で、小売りに回す試用コメントなどを、さらさらと書いてしまう。菜摘としては、こんな綺麗な女性が、ドアの向こうでバイブなんかを使っているなんてと、つい頭に浮かんでしまい、慌ててその考えを振り払ったりすることもあった。

（こんな美人があの扉の向こうで、そんなことをしてる、なんて、江角さんはどう思ってるんだろう……）

　同性である自分が、よこしまな考えを浮かべてしまうのに、若い男性であるはずの江角はどうなのだろう。向かいのデスクに座る江角を観察してみた事もあったが、あくまで事務的に、感情の薄い声で「行ってらっしゃい」などと言うだけだった。先輩である江角がそんな態度では、菜摘の羞恥心がまるで過剰反応のようになってしまう。

（社長には信念があるんだから、そんな風にいやらしく思ったら申し訳ない）

　菜摘は反省しつつ、デスクに戻っていくグレーのパンツスーツの社長の背中を見る。

（あれ？）

　普段はどんなに高いピンヒールでも、背筋を伸ばして歩く社長の後ろ姿がふらりと揺らぐ。次の瞬間、彼女の膝ひざが抜け、倒れそうになった。

「あぶない！」

「社長！」

　駆け寄りながらスッと長い腕を伸ばし、江角が素早く愛染社長の細いウエストを支える。

「……ありがとう、江角くん。いやぁね、貧血かしら。最近なんだかフラフラするのよね……」

　案外しっかりした口調で社長は言うけれど、菜摘としては気が気でない。

「社長、大丈夫ですか!?　顔色、お悪いですよ」

　暑いのか、頬を火ほ照てらせる社長に、菜摘は机の上のウェットティッシュを差し出した。外は残暑の時期であるけれど、このマンション全体には空調が行き渡っていて、オフィスは常に快適な気温だ。どうしたのだろうか、と菜摘は不安になる。

「病院に行かれた方が良いのでは？」

「そうねぇ……」

　江角の提案に答えながら、腰に回された腕を離れ、社長はデスクを支えに立ち上がった。

「……うーん、ちょっと心当たりもあるし、ちょっと今から病院行ってくるわね。いいかしら？」

　まだ少しふらつくのか、デスクに片手を置いたまま、社長は首を傾げていた。

「はい、お気をつけて」

　江角が答え、社長は手を振りながらオフィスを出ていった。




　受診を終えた愛染社長から連絡が入ったのは、その日の午後すぐだった。電話に出たのは江角で、内容は聞こえなかったが、表情の乏しい彼の眉根が寄せられて厳しい顔つきになるのがわかった。菜摘の胸にイヤな予感が過ぎる。

（何かあったんだろうか）

　電話を切った江角に、菜摘は不安そうな視線を送った。

「愛染社長だけど、当分出勤はできないそうだ」

「そ、そんなにお悪いんですか？」

　菜摘は立ち上がり、江角に詰め寄る形になる。社長の容態が心配なのもあったが、自分と江角と愛染社長と、三人だけの小さな会社だ。特に屋台骨である彼女が倒れては、経営が立ちゆかなくなるかもしれない。せっかく良さそうな職場に出会えたのに、ここで潰れられてはまた無職に逆戻りだ。

「いや。悪い事ではなくて、その、妊娠されていたそうだ。ただ、少量だが出血があるらしく、自宅安静の指示が出た、と」

「えぇっ！　おめでとうございます、良かったですね！　出血は心配ですけど」

　祝辞を口にしてから、社長の年齢や、あとは既婚かどうかなど、そんなことを何も知らないのにも気付いた。よく考えたら、江角と愛染社長との関係性も謎だ。美男美女で、一緒にこんな性的な仕事もしているし、てっきりパートナーなのかと思っていたのだが、違うのだろうか。

「……そうだな、おめでただな。業務はとりあえず、自分ができるだけ代行するのと、社長からもメッセージや電話などで指示をいただける。今のところ心配はない。ただ……」

「ただ？」

　江角が言いよどむ。何か心配事でもあるのだろうか。菜摘は自然と江角に詰め寄るような格好になる。

「いや、社長からの案件で、新規のバイブレーターが二種ほどあって、卸おろしとの関係で今日明日にはテストなどをしなくてはいけないんだが、妊娠されているのなら、社長では無理だな、と……。かと言って、普段モニターを頼んでいる女性は、スケジュール確認をしていない」

　菜摘は背の高い江角を見上げながら、思いついた事を言うべきかどうか迷っていた。

（これって、もしかして、モニターのチャンスかも……）

　女性向けのバイブなどの使用経験はない菜摘だったが、面接の時に示された「モニター料」の額面が、頭の中をぐるぐる巡っていた。あの金額を給料に上乗せしてもらえれば、来月はお母さんに、ちょっといい所でご馳走もできるかもしれない。

「あのっ、そのモニターって、私ではダメでしょうか？」

「君が？」

　ぎろり、と眼鏡の奥の切れ長の瞳が、菜摘を睨み付けた。少し怖いとは思ったが、菜摘はまっすぐな視線でやる気を伝えつづける。

「……そうか、君か……。とりあえず社長に尋ねてみよう」
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　気が進まないような様子を見せながらも、江角はスマホを操作し、社長にメッセージを送っているようだった。程なくして返信がきたようで、江角は無言で画面を見せてくる。

『判断は江角くんに任せるわ。沢木さんに、気持ちは嬉しいし、できるならモニターしてくれると助かるけど、無理しないでね、って伝えてね。私なら大丈夫よ。ちょっと家でのんびりしてます（笑）』

　画面に表示される愛染社長らしいふんわりした返信に、菜摘の緊張が少し解ける。

「あの……」

「……背に腹は代えられないな。ただし、君は社長のように、機器を全部一人で操作できるわけではないだろう。サポート役が俺になるのはいいのか？　交際相手などには了解がとれるのか？　そもそも、君は自分が、あの部屋で何をするのか理解しているのか？」

　相変わらずの無機質な口調ではあったけれど、それでもどこか江角の気遣いがわかり、菜摘は少し嬉しさを感じていた。

「こ、交際相手はずっといませんし、モニターさんのお仕事は理解しています。大丈夫です！　その、社長もこれから大変ですし、私で良ければお役に立ちたいな。なんて、おこがましいんですけど……」

　そんな事を答えながら、菜摘は江角の顔を上目遣いに見上げてみる。考えたら、最低限のコミュニケーション以外で、江角とこんなに会話をしたのは初めてかもしれない。

「まぁ、こちらも業務だ。サポートはいつもしているし、君に特段の興味もない。危害を加えることはないからな、安心してくれ」

　その江角の言葉に、菜摘はなぜか、失恋にも似た感情を呼び起こされる。

（興味がない、か……。あれ、なんで私、がっかりしてるんだろ。ううん、もしかして江角さんって、女性全般に興味がないのかな……？）

　どちらかというと江角は繊せん細さいで華きゃ奢しゃな美男子だし、愛染社長の、あの溢れるばかりの色気にも無関心だし、そういうことなのかもしれない。

（そうかぁ。なんかちょっと切ないけど、そうなら納得できるかな）

　ふぅ、とため息をつき、菜摘は手元の業務を切り上げて、モニター室へと手招きする江角の後ろから、その部屋に入った。




　モニター室は、本来だったらこのマンションの主寝室として設計されていたのだろう、二十畳ほどもある広さで、真ん中には医療用とおぼしき大きなベッドが備え付けられていた。遮しゃ光こうカーテンで閉じられた窓際には、婦人科でよく見る内診台が置かれて、ここがどういう用途で使われているのか示している。モニターの女性が帰った後の掃除などで何回も入ったことはあったけれど、自身がモニターとなるのは初めてで、菜摘は口の中を唾液を飲み込んだ。

「これを。ズボンを脱ぐときに巻くといい。上はそのままで大丈夫だ」

「は、はい……」

　機材庫として使っているウォークインクローゼットから出てきた江角が、大判のバスタオルを二枚手渡してきた。菜摘は見よう見まねでそのバスタオルを腰に巻き、履いていたスラックスを、江角に背中を向けるようにして脱いでいく。

（下着もとらなきゃ、だよね……）

　残暑の盛りで、下着は少し蒸れていて、脱ぐ際に太ももに引っかかる。すーっと股間に外の空気が当たり、その清涼感に菜摘の頭が少し現実に引き戻され、自分がとんでもないことに志願してしまったのでは、と後悔が走った。上はグリーンのカットソーと肌着だけになり、下はタオルで巻いたのみ、の格好になると、肌寒さと不安感が襲ってきた。

「ベッドで支度して待っていてくれ、すぐにサンプル品を持ってくる」

　機材庫からベッドサイド用の、生体情報を表示する機械を引き出してきた江角が、モニター室から出ていった。今さらながら緊張してきた菜摘は、ベッドに腰掛けつつ身体のこわばりを解そうと両手で上半身を抱きしめる。

（あー、これからそういう事するのか……、しかも隣には江角さんだし……。やっぱり早まったかな、お金は欲しいけど、こんな事までする必要ある？　でも、ここは真面目な会社だし、愛染社長も大変だから、ちょっとでもサポートしてあげたいしなぁ）

　後悔と期待と、グルグルと思考は回るが、もう後戻りはできない。自分で言い出した事なのだから、しっかりと業務をこなさなくてはいけない。そう自分を鼓舞しながら、菜摘は顔を強くこすって気合いを入れ直した。




　江角が抱えてきたバイブレーターのサンプル品を見て、菜摘は後悔の感情を改めて強くした。今回のバイブは二種、一つ目は挿入する部分はシリコン製でつるりとして小振りだけど、二股に分かれた外側の、クリトリスに当たるだろう部分には、柔らかそうな突起が十数本飛び出しており、見るからに卑猥だった。

　二つ目は、バイブレーターというより、何か掘くっ削さくの機械のようだった。江角の説明に寄れば、ピストンマシンと言うらしい。小さめの枕のようなプラスチック製の土台に、シリコンのイボが鈴なりになった、グロテスクにも見える陰茎型の挿入部分が取り付けられており、そこにハンドルと、何に使うかわかるようなわかりたくないような、手首と足首のサイズの黒のウレタン製の腕輪のようなものが、計四個、鎖で繋がれていた。

「あ、あの、それって、手首とか足首とか、拘束する、やつですか？」

「ああ、これは、用途はそういうものだけど、拘束具は使用しないでもかまわない。これは日本のメーカー製なんだが、女性の試用コメントが欲しいと依頼があったモノだ」

　相変わらずの口調で、淡々と説明する江角に菜摘は眉根を寄せる。やっぱり、自分には無理かもしれない、そんな弱気が菜摘の胸に去来するけれど、江角の言葉には、ほぼ反射で答えてしまった。

「……どうだろうか。もし無理なら」

「や、やります、大丈夫です！」

　軽率で考えなしの行動かもしれない。菜摘はずっと母から「あんたはお調子者だから」なんて言われてきた、そんな事を思い出す。そもそも、エッチな玩具を扱うと知らされてこの会社に入ったのだって、軽率だったのかもしれないのだ。菜摘は半ば捨て鉢になり、モニターをやりきる事を決断したのだった。




「最終確認だ、沢木くん。君の今から行う業務は、性的な玩具を試用し、コメントを出す事。お客さんや取引先の購買欲がかき立てられるような文章だと良い。使用中の感想は、覚えておきにくいだろうから、自分に言えば適当にメモっておいてやる。録音してもいい、というなら録音もできるが、それはイヤだろう？　ああ、あと、今回は二種の試用だから、モニター料も二種分加算されるから、期待しているといい」

　江角の説明に緊張しつつ頷うなずくと、カーテンが引かれ、菜摘はベッドに一人となる。仰向けに寝転び、まずは最初に見せられたバイブレーターを試用するために、ベッドサイドに設置されたローションを手のひらに出す。

『ああそうだ。これはスマートベッドだから、呼吸や脈拍と言った基本的なバイタルサインは、ベッド自体が感知できるようになっている。スピーカーやマイクも枕元にあるから、何かあれば伝えてくれ』

「は、はい……」

　突然耳元で江角の低い声がして、菜摘の身体が驚きで一瞬びくりと震える。動揺しながらも言葉を返し、菜摘は手のひらのぬるついたローションを自らの股間になすりつけた。

（う、冷たい……）

　そのうちに温くなるのかもしれないが、それでもローションの冷たさが身体に染みる。おずおずとためらいながら股間の亀裂をなぞれば、ローションだけではない粘液が菜摘の指を濡らした。

（ここ、かな）

　クリトリスの下の、膣への入り口を探り当て、少しだけ指先を挿入してみた。セックス自体も何年もしていない。生理の時にたまに意識するくらいのその狭い通路は、菜摘自身の指をきゅうっと締め付けながら迎え入れる。

（だいじょうぶ、だいじょうぶ……）

　心の中で唱えつつ、枕元のハンドタオルの上に置いた小さめのバイブを手に取り、その丸い尖端を膣口に押しつける。

「んんっ」

　唇を噛むけれど吐息は隠せず、異物の侵入をなんとか試みる。思ったよりも抵抗が強く、ローションの滑りもあってなかなか照準が定まらない。

「あー、もぉ……っ」

　体勢を少し変え、大きく股間を開くと、添えていた左手で菜摘は自身の淫裂を割り拡げた。ぬるりとした粘液が垂れ、菜摘の指先を濡らす。

「……っ、はぁ……」

　大きく息を吐き、身体を弛し緩かんさせながら、菜摘は初めての異物挿入を許していた。太さも長さも経験したことのある男性のモノよりもずっと小振りで、すぐに根元まで突き当たる。

（はっ、入った、よね？）

　菜摘は顔をあげ、自分の股間を覗き込んでみた。充血し、濃紅色に染まる肉の襞をかき分け、ショッキングピンクのそれはずっぷりと菜摘の孔あなに飲み込まれている。

「は、はずかし……」

　思わず口からこぼれるが、これも業務の一環なのだと言い聞かせ、菜摘はバイブレーターのスイッチを探した。

『沢木くんどうだ、できそうか？』

　スピーカーから響く突然の江角の声に、羞恥心が更に湧き起こるが、それでも気丈に菜摘は答えた。

「大丈夫です、あの、スイッチは……？」

『ああ、持ち手の白い部分の、身体に近い場所にあるのがバイブレーターのスイッチだ。一回押すとマイルド、二回押せばパワフル、三回でストップ、と説明書にあるな。あと、その下のもう一つのボタンは、クリトリス用のバイブレーターのスイッチだな。これも二回押せばパワフルになるそうだ。まずは、マイルドから試して感想をくれ』

　こんないやらしい状況なのに、江角の声色はあくまで平常で、菜摘は目を固くつぶる。恥ずかしいという気持ちを押し殺し、菜摘は二つのスイッチを、一回ずつ押すことにする。

　カチカチ、というクリック音が響き、次の瞬間、激しい振動が菜摘の性器に与えられた。

「あ？　ひ、ひぁああっ！」

　横たわる菜摘の身体が、弓なりに反らされる。クリトリスと、Ｇスポットなのだろうか、そこにジャストに当たるように設計されたバイブがそれぞれ振動し、菜摘の性感帯を的確に揺さぶってくる。

（え、ちょっと、うそ、これでマイルドなのぉ……？）

「きゃふ、ふ、うそ、っ、イッちゃう、これ、イク……ぅ、っ!!」

　膣の内壁が自分の意思とは無関係に収縮し、強く締め付けられる瞬間、菜摘は軽く絶頂してしまった。クリトリスが触手状の突起にもみくちゃにされ、奥からは後から後から愛液が湧いてくる。お腹の中が、初めて味わう刺激にかき回され、気持ちいい所を揺らされ、菜摘の中から快感が溢れ出る。

『沢木くん、もしかして、もうオーガズムに達してしまったのか？　早くないか？』

「あ、ふ、ごめんにゃ、さ、すぐイって、ごめんなさいぃっ!!　あっ、これ、止めていいですか、っ、止めさせてください……っ！」

　呆あきれたような江角の声が、遠くの方から聞こえてきた。業務であるはずなのに、こんなすぐに達してしまうなんて、頭の中が恥ずかしさと不甲斐なさでぐちゃぐちゃになり、一筋の涙も頬を伝い落ちてしまう。

『そうだな、とりあえず止めて、少し休んでくれ』

「あ、あいがとう、ございましゅ、すいませ、っ、んんぁ、ああああっ!!」

　カチリ、と無我夢中でバイブのスイッチを押した瞬間、クリトリスへの刺激がさらに激しくなり、菜摘はバイブを握りしめたまま、絶頂へと追い上げられてしまう。

（そっか、あ、二回、押すとパワフル、ってぇ、これ、これ、も、はげしすぎるよぉ……、でも三回押さないと、とまらないって）

　ショートヘアを振り乱し、唇を噛みしめて、オーガズムをこらえながら、菜摘はもう一つのボタンの二回目を押した。

「きゃひ、くふうううぅん、んあ、あっあっあっあっ!!」

　中を揺らすバイブレーターの振動が、膣の、一番敏感な場所であるＧスポットを連打するような動きに変わる。菜摘の理性は、今は業務中で使用レポートを出さなければいけない、イッてはいけない、と必死に囁ささやくけれど、間断なく叩き込まれる快感に、思考が吹き飛びそうになってしまう。

「あっ、これぇ、きもちいいとこ、しゅご、いっ！　あっあっあっああっ!!」
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　背中を限界まで反らしながら、菜摘は必死に股間のバイブを押さえ込む。腹圧でもかかったのか、ぶぴゅぶぴゅと下品な音と共にバイブと膣壁の隙間から、白く粘ついた愛液が噴き出してくる。

「らめこれぇ、すごい、これ、Ｇスポット、すご、い、ですっ！　きもちいとこぉ、コンコンしないれぇ……っ！」

（止めなきゃ、もう、レポートなんてできない）

　そんな言葉が途切れ途切れに浮かんでは、バイブに与えられる振動にすぐに霧散する。菜摘の手がバイブにかかり、理性的な自分はダメだと叫ぶけれど、さらなる快楽を求めて、胎内の丸い先端部分を、気持ちのイイ場所に押しつけるように動いてしまう。

「あっ!!　すごい、あひ、イク、い、イク、まら、いっひゃ、あ、すいません、えすみさ、すいませんっ!!」

　手が自然に動き、菜摘は股間に刺さったバイブを、自らを犯すかのように抜き差ししはじめてしまった。内壁をこすり性感帯を暴いていく先端と、クリトリスに絡みつき激しく震える根元とが、菜摘の手の動きによって性器を抉り、頭の中が真っ白になるほどの性感が指の先まで満ちていく。

「んああっ!!　いく、いく、い、いくぅっ！　う、ぐぅぅっ……」

　菜摘が切なげに叫んだその瞬間、腰が浮き四肢は突っ張り、身体全体がガクガクと痙けい攣れんし始めた。激しく震えるその身体には汗が噴き出し、菜摘の快感の大きさは一目瞭然だ。

（あ、とめなきゃ、また、きちゃう）

　意識が朦もう朧ろうとなるほどの快感に、くらくらする頭の隅で、振動を続ける股間のバイブを、菜摘はようやく引き抜き、スイッチをなんとか切った。抜いた後の肉孔が、何かを欲するようにひくつくのがわかり、自らの淫乱さに菜摘の羞恥心が一気に湧き起こった。

（やだ、私、何してたの。これ、こんなに気持ち良くなっちゃいけないのに……、仕事場で、江角さんもいるのに……）

『沢木くん、終わったのか？』

「ひゃい！　あ、あの、おわりました……。おわってます。すいません……」

　ぼんやりする頭の中、唐突に耳に、スピーカーからの江角の低い声が飛び込んできて、菜摘は焦る。あんなに乱れる自分の声を、全部聞かれていたんだ、なんて頭に過ぎって、顔から火が出そうな程に恥ずかしい。初めての性具から与えられた快楽は途方もないほどに気持ち良くて、今まで自分がしてきていたオナニーとはなんだったのだろう、とまで考えてしまう。

『試用レポは書けそうか？　無理なら、適当に君の台詞を拾って、自分が代筆させてもらうが』

「大丈夫です大丈夫です！　書きます、書けます!!」

　正気に戻ってきた頭で、江角に答える。このくらいのモニター業務ができないのでは、あんな高額の手当てを貰うわけにいかないだろう。菜摘は枕元に置いたメモに、ざっと使用の感想を書き込んでいった。




　少し小休止をして冷静になると、やっぱりとんでもない事をしてしまっているのでは、とも思う。

（もし江角さんが女性に興味ないとしたって、やっぱりあんなカッコいい人に、私のイヤらしい声とかいっぱい聞かせちゃって、恥ずかしいよぉ……）

　モニター業務をやりとげねば、と必死に感じないようにしてきた羞恥心がこみ上げ、菜摘の頬が朱に染まる。さらには、その声を聴いているのはあの江角なのだ。いつもデスク越しに見ていた江角のクールな視線で見られている様子を想像してしまい、思わず深くため息をついた。

『沢木くんどうした？　たぶん君は初めてだから慣れないのだろうけれど、俺はこういうのには慣れている。今までもモニターのサポは何回もしてきているのだから、気にしないでもいい』

「うぅ……、ありがとうございます……」

　そうフォローされるが、その低く艶めいた声色にすら、菜摘の心拍が上がってしまう。明日からどんな顔で、江角と業務をしていけばいいのだろうか。

『もし限界なら、このバイブレーターのテストのみで今日は終了にしておこう。明日になれば、別のモニターもつかまえられるだろう』

「い、いえ！　やります。私が引き受けたので、最後までテストします！」

　菜摘の、負けず嫌いの本性も首をもたげてきた。頭の片隅に、先ほど見せられた凶悪そうなピストンマシンの影がちらつくが、大丈夫だ、なんとかなる、そんな風に菜摘は自分を鼓舞しつづけた。

　備え付けのタオルケットをまとい、ベッドにへたり込む菜摘の前に、ピストンマシンを抱えた江角が現れた。さっきも見たはずなのに、改めてそのマシンを見ると、菜摘の中には期待と恐怖とがない交ぜになったような感覚が芽生えてくる。

（え、すごい……。あんな小さなバイブであんなに叫んじゃうほど気持ち良かったのに、こんなの挿いれたらどうなっちゃうんだろう……）

　でこぼこしたペニスをかたどったシリコンの部分は、およそ十五センチほどだろうか。伸び縮みするのか、根元が折りたたまれていて、見た目は少しオモチャっぽい。そして、付属の拘束具は黒いナイロン製でがっちりと手首足首にはまりそうで、挿入して拘束されたら、きっとなすすべもなく機械に犯されるままになってしまうだろう。菜摘の中の、快楽を求める欲望が刺激され、口の中が乾いていった。

　江角は無言でベッドにそのピストンマシーンを置くと、菜摘に跨またがるように促してくる。菜摘もまた無言で、そのマシンの尖端に自らの孔を押しつけ、自重をかけ秘裂にゆっくりと挿入していった。ローションの滑りも手伝ってはくれたが、その太さに菜摘の膣壁がきしみ、ずりずりと少しずつ差し込んでいくだけでも、圧迫感に息があがっていく。

「く、うぅっ、は、太い、ですね……」

「そうだな。本当に君で大丈夫なのか。この手のは、プロの女性でもなかなかに厳しいらしいぞ」

　江角が顔をしかめながら低く呟くけれど、菜摘はもう、顔を紅潮させながらも半分以上を飲み込んでいる。

「だいじょうぶ、です。ほ、ほら、全部入れました……っ、は……」

　膝立ちになった菜摘のそこは、可哀想なほどに広がっていて、太い、グロテスクな幹を必死に飲み込んでいるようにも見える。

（なんで私、こんな格好を江角さんに見せちゃってるんだろ。あ、でも、私に興味ないんだから、いいか、な……）

　短く息を継ぎながら、まとまらない思考をなんとか走らせる。

「……枷かせは使わないぞ」

「あ、いえ、ダメです。モニターなんですから、ちゃ、ちゃんと、製品の全部を試さないと」

　自分でも、とんでもない事を言い出しているという自覚はあった。江角の眼鏡の奥の目が、不機嫌に見えるほどに歪められ、彼は何も言わず菜摘の手足をとり、拘束具にはめ込んでいく。

（なに、言ってるんだろ。でも、ちゃんと試さないといけないから……）

　バリバリとマジックテープの剥がされる音が静かなモニター室に響き、頑丈そうな手枷と足枷によって、菜摘はピストンマシーンに固定された。

「スイッチはここだ。このダイヤルで速度の調整ができる」

　手枷はギリギリ本体に設置されたハンドルに届く長さで、スイッチもその下にあるので、自分でも操作できそうだった。

「……無理はするな。バイタルチェックはしているけれど、苦しくなったらすぐに呼べ。あと、これはあくまで試用モニターとしてレポートを書くのが目的だぞ。君の快楽のためじゃない」

「わ、わかって、っ、ますっ」

　極太のディルドを挿入したまま、息を切らせながら菜摘はなんとか答える。

（えと、枷が全然動けなくなるのと、あと、挿入部分は太めで、圧迫感あり、ローションが必要かも。でも、シリコン素材だから、挿入しつづけると温くなって、粘膜との一体感が増す）

　まだなんとか動く頭で、ピストンマシンのレポの文面を考える。心臓が早鐘のように鼓動を打ちはじめて、頭に血が上りボーッとしてしまう。

（は、ぁ……、がんばって、今回はちゃんとレポートしなくちゃ……）

　指を動かし、菜摘はかちりとピストンマシンのスイッチを入れた。ブゥーン、と低い音が聞こえ、ゆっくり、ゆっくり、中央に屹きつ立りつするペニスが抽ちゅう送そうを始めていった。

「んは、っ、はっ、はっ、は、あっ……」

　これなら、大丈夫かも、と思ったのも束の間、ピストンマシンの尖端が菜摘の奥の奥、子宮口の辺りをノックし始める。

（奥、すご、きもちいっ……）

　ぶちゅ、ぶちゅ、と泡立ったローションと愛液とが混じり合った淫いん靡びな液体が垂れ、菜摘の太ももを伝い流れる。動きがゆっくりなのもいけなかった。抜き差しされる感覚を、膣全体でじっくり味わう結果となり、菜摘の頭の芯が、熱でどんどん蕩けていく。先ほどのバイブレーターで与えられた暴力的なほどの快楽とは違う、腰回りにずしりと溜まっていくような、そんな鈍い快感が菜摘を追い上げていった。

「これ、思ったより、あ、なんか、なんだろ、奥が、きもちい、くて……」

　焼けるほどの快楽のせいか語ご彙い力が低下し、上手く形容できない。菜摘は震える指でダイヤルを一段階上げて、ピストンマシンの動きを少し激しくしてみる。

「……は、っ、んあ、あっ、あっ、あっ……、あああ━━、っ……」

　思わず背中を丸め、逃げたくなるほどのじんわりとした気持ちよさが、ピッチをあげて菜摘の胎内に満ちはじめる。

（だめ、これ、あたま、わるくなっちゃう、うまくいえないよぉ、きもちいいよぉ……）

　すぐに絶頂に追い上げられる感覚とも違う、もどかしい刺激が、判断力を菜摘から削り取っていき、深い穴に潜っていくような、妙な性感が背筋を何度も流れていった。

「ぅ、は、ああ、ああ、あ……」

　ぴく、と膣の内壁が勝手に動き、ぬちゅぬちゅと出し入れされるシリコンの無骨な幹を、味わうようにしゃぶりつきはじめる。自分の意思とは無関係に締め付ける括約筋と、そこを割り開いては抜けていく感覚に、菜摘の口元からはいつの間にか唾液が垂れ流されていて、着たままだったカットソーを濡らしていった。

（私、だらしない顔してる。いやらしい、顔……）

　こんなに、セックスで感じたことはあっただろうか。きもちいい、単純に、性器に異物を出し入れされているだけなのに、汗が全身から吹き出るほどに気持ちがいい。

「ふあ、あ、ああ、あっ……、もっと、もっとほし、いっ」

　ただ、絶頂に到達するまでの決定打がどうしても足りない。

（もっと、激しくして、かきまわして、いっぱいおかして、イキたいよぉ、っ）

　菜摘の頭の中が、イキたい、イかせて、と、そればかりに塗りつぶされていく。

（もう、ダメ）

　我慢の限界だった。カチカチ、と菜摘の指がダイヤルを回し、ピストンマシーンの速度を、一気に最高速に合わす。

「う、うあああ、あひ、あっあっあっあっあっ、あああ━━━━っ!!　いく、イクの、これはげし、っ、きもちひっ、きもちいいよぉおおっ!!」

　自分で回したダイヤルだったが、菜摘は一瞬だけ後悔した。それほどまでに突然の激しい抽送は、菜摘の媚肉を抉えぐり、子宮口を責め立て、一気に絶頂へと菜摘を突きあげる。絶叫にも聞こえる嬌声を撒き散らし、菜摘は一瞬でオーガズムへと到達してしまった。

「くひ、いく、イクイクイク、っ、いきまひた、すいませ、あ、まだ、これうごく、うごくのや、おく、お、くぅぅ、らめっ、イってるのに、イキっぱなひになっひゃうよぉおっ!!」

　たまらず前のめりに倒れるが、しっかりと固定された拘束具によって、ピストンマシーンは菜摘の痙攣する肉孔を、変わらずに激しく責め立てる結果となる。後背位で犯されているような屈辱感と、絶頂し、すでに弛緩した膣壁を延々と嬲なぶられる、そんな感覚が混ざり合い、すさまじい快楽へと変換されて、菜摘の思考を浸食していった。理性の糸はとうに切れ、まるでピストンマシーンの付属物にでもなったような、そんな状態にさらに菜摘は乱れてしまった。

「えすみしゃ、たすけ、あひ、あ、やら、また、イク、ひぃぃっ！」

　何度目かわからない絶頂感に貫かれながら、菜摘は控えているはずの江角を呼んだ。前のめりに倒れた拍子にハンドルから手が離れ、スイッチを切る事もできない。

（あたま、おかしくなる）

　こんな痴態を彼に晒さらすのか、そんな思考も一瞬だけ過ぎったが、快楽にかき回され蕩けた頭ではすぐにはじけ飛んでいった。

「たしゅけ、あ、っ、たすけて、えすみ、ひゃ、ああっ、あっあっあああ━━っ!!　しきゅう、ずぼずぼ、イヤぁ、おく、おぐ、はいっちゃう、はい、っちゃううう！」

　ぐぽん、と身体の内側から、本来ならあり得ない、何かが潰れるような異音がして、菜摘の身体が激しく痙けい攣れんし、そして、操り人形の糸が切れたように沈んでいった。

「沢木くんっ！」

　助け起こしてくれたのは江角の長い腕で、直ぐに菜摘を犯しつづけていた機械の動きも止まる。
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「……無理をするなと言っただろう」

　菜摘は朦朧とする意識の中で、江角の大きなため息を聞いた。拘束が解かれ、ピストンマシンの挿入されていた部分が引き抜かれ、菜摘の小柄な肢し体たいがベッドに横たえられる。

「……すいま、せん」

　タオルケットのかけられる感覚に、少しだけ意識を取り戻し、菜摘は消えるような声で呟いた。

「君は何だ、強情っぱりなのか、それとも責任感が強いのか……」

　嘆くような声を遠くの方で聞きながら、急速に高まる眠気に負け、菜摘の瞼まぶたが次第に下がってくる。

「……まったく、君は面白い女性だな。興味深い」

（あれ）

　薄くけぶっている視界の中で、江角の口角が上がり、微笑むような表情になっているのを、菜摘は意外に思う。彼の笑顔なんて、今の瞬間に初めて見たのではないだろうか。

　そんな事を考えながら、菜摘はすでに睡魔へとその身を委ねはじめていたのだった。




　何か、夢を見ていたような気がする。それも、いやらしい、変な夢。私が会社で、江角さんの前で、すっごく乱れて、それで。

　夕日が遮光カーテンの隙間から差し込む中、菜摘は豪華なマンションに似つかわしくない、実務的な医療用ベッドの上で目覚めた。ここはどこなんだろうか、なにか見た事があるような気がする。

「起きたか。もう定時だ、帰れ」

　無愛想な声は江角で、未だに事態の飲み込めていない菜摘の、呆然とした視線が、ベッドの脇に立つ彼の長身を見つめている。

（あれ、ここって、会社？　私、どうしたんだっけ、確か、モニターに立候補、して……）

　その瞬間、菜摘の恥ずかしい記憶がすべて再生された。

（そうだ、私、あの機械が気持ち良すぎて、気を、失って）

　江角に助けられた、その腕の感触が、菜摘にはっきりと蘇る。乱れた姿を、ひどい嬌声を、全部見せてしまったという、どうしようもない羞恥心が菜摘の頬を熱くした。慌てて身体を探るが、下着も身に着けているし、スラックスも靴下もちゃんと履いていた。

「あの、あのっレポートは？」

「君の叫んでる声や、あとはメモ書きなどで俺が代筆しておいた。今日はもういい。帰っておけ」

「ありがとうございます！　ご迷惑をおかけしてすいません！」

　機嫌が悪いのかいつもの調子なのか、判別できない無愛想さで、江角は帰ることを促してくる。このまま会社にいると、追い出されかねない雰囲気を察知し、菜摘は急いで帰宅することにした。

「沢木くん」

「は、はいっ」

　玄関ドアを開けようとする瞬間、呼び止められ振り返ると、思いもかけないような至近距離に江角の顔が迫っていて、菜摘は目を丸くする。

（え、何、江角さん、こんな接近してくる人だっけ？）

「君は、面白い。明日から、二人きりの業務が楽しみだな」

　混乱した菜摘の耳元に、江角が実に楽しそうな笑顔を浮かべ、低い艶やかな声色で囁いてくる。頬と頬が触れ合い、その冷たい乾いた肌の感触と同時に、やはり乾いた江角の唇が、菜摘の唇の端に押しつけられた。

「え？」

　何をされたのか瞬間的には理解できず、短い疑問符を発するその間に、目の前の玄関ドアがバタンと閉まる。後には、困惑の色が隠せない菜摘だけが、薄暗い廊下にとり残されたのだった。












　やっぱり自分は、とんでもないことをしてしまったのかもしれない。朝食を食べながら沢さわ木き菜な摘つみは自問自答していた。

　昨日、いくら『業務』という名目だったとはいえ、会社の先輩でしかないはずの江え角すみ卓たく也やの前で、あられもない痴態を晒さらしてしまった。バイブどころか、オナニーすらもほとんど経験がなかったのに、性具をくわえ込んだ自分のアソコを彼に見せ、その上、いやらしい声をあげながら何回も絶頂し、乱れつづけていた姿を思い出すと、顔から火が出そうに恥ずかしい。

（今日、どんな顔して会社に行けばいいの〜？）

　そんな淫らな自分を見つめてくる江角の、無機質にも見える整った顔立ちと、涼しげに細められた瞳が脳裏に過よぎり、菜摘は胸が詰まるような感情を覚える。

（……あと、最後、帰る時のアレは、なんだったんだろう……）

　会社のドアを閉める時に頬にされた、軽いキス。その冷たく乾いた唇の感触がふとよみがえり、菜摘は慌てて右頬を擦こすった。江角は菜摘どころか、女性全般に興味が薄いはずなのに、なんであんな事をしてきたのだろうか。そんな菜摘の長考が、大きな声で途切れる。

「なっちゃん、もう出る時間過ぎたよ！　会社遅刻しちゃうでしょ！」

「え。あ、ほんとだ！　ありがと、おかーさん、行ってきます！」

　何分くらいぼんやりとしていたのだろうか、母親の裕ゆう子この声で我に返る。いつの間にか、出勤時間を過ぎていたことに気付き、菜摘はかじっていたロールパンを口に押し込み、冷めたカフェオレで無理矢理に飲み込んだ。

「あのね、私今日は夜勤だから、夕飯は自分で作ってね。冷蔵庫の中のもの、なんでも使っていいから」

「はーい、了解です」

（大丈夫、大丈夫。だって江角さんは、私になんの興味もないんだもん。普段通りに挨あい拶さつすればいいよ、大丈夫！）

　玄関で母親から弁当を渡されながら、菜摘は自分に言い聞かせた。そうでもしないと、あまりの羞恥心に会社に行く事もできなさそうになる。ブラック企業にひっかかり、数カ月で退職してしまった自分を、好待遇で拾ってくれた会社なのだ、辞めるわけにはいかない。菜摘は、自宅の古いマンションのドアを後ろ手に閉め、頬をはたいて気合いを入れながら通勤への一歩を踏み出したのだった。




　そんな菜摘の気負いが肩すかしになりそうな程に、江角の反応は普通だった。

「お、おはようございますっ！」

「ああ、おはよう、沢木くん」

　いつものデスクからちらりと菜摘に視線を送り、いつもと同じように抑揚のない声で挨拶を返す江角は、まったく普段通りで、菜摘の肩から力が抜ける。

「愛あい染ぜん社長は安定しているようだ。ずっと寝ているのも退屈だから、とリモートワークでできる事はされるそうだ。沢木くんも、何か疑問があれば遠慮なく連絡してほしい、と伝言を受けた」

「ほんとですか、お元気そうで良かったです……」

　江角からの連絡は、業務に関する事のみで、菜摘は安心しつつも少し虚しい気持ちになる。

（……そうだよね、興味ないんだもんね。私には一大事かもだけど、江角さんには日常業務だしね……）

　ほっとしたような、どこか残念なような、そんな気分になるのが自分でも不思議だったけれど、菜摘は気を取り直し、メールチェックなどの朝のルーチンワークを始めた。パソコンのモニター越しに江角の表情を伺うかがってみるけれど、こちらを一いち瞥べつもせず設計作業をしているようで、意識しているのは自分だけなんだな、と再確認することになり、菜摘は視線をキーボードに落とした。

　午前中の業務は、特に変わったこともなく粛しゅく々しゅくと進んでいった。取引先や個人客からの注文書を処理し、在庫の分は梱包し昼頃の集荷に備え、足りない分は問屋に発注書を送る。取扱商品こそ女性向けの性的な玩具と特殊ではあったが、業務自体は一般の会社とそう変わりない。昼休みは適当に一時間ほど離席してよく、江角もいつも通りに「昼、行ってきます」の一言で外出し、菜摘は持参した弁当をデスクで食べる。

「……私だけ気にしていて、バカみたい」

　社長もいない、一人のオフィスで弁当の中のウインナーをつつきながら、そんな独り言を呟つぶやいてみた。

　風向きが変わったのは、昼食から戻ってきた江角が菜摘に声かけしてきたあたりからだった。

「沢木くん、今いいか？」

「はいっ」

　江角が菜摘のデスクの横に移動してきて、声をかけてくる。椅子を回し、向き直ると、しゃがんで目線を合わせてくる江角の顔が思ったよりも近くに見えて、菜摘に改めて気恥ずかしさが湧き起こった。

「な、なんでしょうか？」

　手を膝に置き、江角の喉仏近辺に視線を送りつつ、菜摘は平静を装いつつ応える。江角は珍しく言いにくいようで、顎あごに手を置き、瞳を細めながら菜摘を見つめてくる。

「……あの」

「体調はどうだ」

　なんの用事だろうと菜摘が尋ねようとした瞬間、江角が言葉を被せるように聞いてきた。

「え、いえ、あの、はい、大丈夫です、普通です」

「そうか。昨日、無茶をさせすぎてしまったか、と反省していた。大丈夫なようならいいんだが」

　一瞬、昨日の自身の乱れようが再生されて、菜摘の頬が熱くなった。思考に薄く霞がかかったような感覚はあったが、それ以上の体調の変化はない。首を振って応えれば、江角がどことなく安心したように口元を緩めた。

「もし、仮定の話だが、また昨日のようなモニターを依頼した場合、君は受けてくれるか？」

「……あ、あの、そ、その……」

　江角の申し出に菜摘は大きな瞳を丸く見開いたが、正直、返事は曖あい昧まいなものになってしまう。規定のモニター料の高さに惹かれはするが、昨日味わった途方もない快感に、菜摘は恐怖すら覚えていた。

（だって、あんなに気持ちよくて、そんな姿を江角さんに見られて、恥ずかしくて堪たまらなくて……）

　自分がおかしくなってしまうかもしれない、というあの時の不安感が、菜摘の口を噤つぐませる。無言になり下を向いてしまった菜摘に、江角は片目を細め納得するように頷うなずく。

「そうだな。申し訳ない、無理をお願いしているのはこちらだ。昨日の、君の反応が大変に興味深かったので、バイブレーターの自社開発の一助になるかと思ったのだが、沢木くんが無理なのならば強要はできないな」

「……私の、反応……？　あの、どこか変だったですか？」

　菜摘は顔を上げて、しゃがんだままの江角の瞳を、眼鏡越しに覗き込む。何か、自分がおかしな反応をしてしまったのだろうか、聞き返すと、江角が低い声で答えた。

「いや、性的接触に対しての反応が異常とか、そのような兆候はない。ただ、いつもモニタリングをしているプロの女性達は、そういった刺激に慣れている方ばかりだからな。君のような、経験の浅い女性の反応が興味深かった。ユーザーは、どちらかというと君のような女性も多いだろうし、ユーザー目線を優先に考えれば、君にモニターしてもらえれば助かる、という話だ」

　江角のかしこまった言い方は、いかにも業務上といった様で、菜摘に対して人間的な興味はないようにも思えてしまう。昨日の帰りのキスの時の「面白い」といった言葉は、そのような意味だったのかと、菜摘の胸の奥が、微かすかに痛んだ。

「……もし、私がそのモニターの話をお断りした場合、江角さんはどうするんですか？」

　どうしても気になることを菜摘は尋ねる。江角は立ち上がり、膝を伸ばしながら首を捻ひねった。

「ん？　それは今まで通りに、セックスワーカーの女性に依頼して、試作品のバイブのモニターをしてもらうまでだが」

　なんでそのような事を尋ねるのかわからない、といった面持ちで江角は答えた。

（他の女性と江角さんが、あの部屋で、昨日みたいな事をするんだ）

　菜摘の息が一瞬詰まった。じわじわとみぞおちの辺りが熱くなり、苛立ちのような悲しみのような、そんな感情がうっすら湧き上がってくる。

　あの部屋で、江角と他の女性が、昨日、自分がしたような行為をする。その想像だけで、菜摘は自分の中に嫉妬心が芽生えるのを自覚した。

「……やります」

　軽率なのかもしれない。それでも、自分以外の女性と江角が性的な接触を持つのは、どうしてもイヤだった。

（これ、やきもちだ。江角さんは私の事、好きになるはずないのに、切ないな……）

　実るはずのない恋心を抑え込みながら、菜摘は椅子から立ち上がる。

「江角さん、私、モニターします。社長もお休みしてますし、自分がどこまでお役に立てるかわかりません。でも、ほんとに短い期間ですけれど、愛染社長と江角さんが、真しん摯しに開発していらしてるのを、すごいと思ってます。だから、私なんかでよければ、お役立てください！」
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　菜摘は勢いよくお辞儀をし、改めて江角の長身を見上げる。江角の唇の端が僅わずかに持ち上がり、眼鏡のレンズ越しに、菜摘のまっすぐな視線を受け止める。

「そうか、ありがとう。助かるな」

　安心したような笑顔を、江角は浮かべている。そんな彼の柔らかな表情を見ると、菜摘の鼓動は早まった。

「……確認しておくが、俺に、強要されたと思ったわけではないな？　義理や恩義を感じて、無理に受けたわけでもないな？　自分の自由意志に基づいているな？」

「大丈夫です、大丈夫。私自身が決めました」

　業務内容が内容だからか、江角が重ねるように確認をしてきた。菜摘は自分の意思であることを強調しつつ答える。

「君はお人好しそうだからな、心配だ。自分の決定ならそれでいい」

「お人好しなんかじゃ……」

　ただ、江角さんが、あなたが他の女性に触れると思うと、我慢できなくなるだけです。

　なんて、そんな本当の理由を言えるわけもなく、菜摘は言葉を飲み込むしかできない。

「では、早速で悪いが、今の作業が終わったらモニター室に来てくれるか？　俺は、事前の準備をしておこう」

「はいっ！」

　菜摘は慌ててパソコンの画面に向かい、メールの返信と納品書のチェックを開始した。江角は事務所を出て、奥の「開発室」とプレートのかかった部屋で、何やら作業を始めている。

（例え、気持ちが伝えられなくても、江角さんの役に立てればそれでいい）

　自分に、そんな事を言い聞かせながら、菜摘は業務を終わらせるべく急いでキーボードを叩きつづけていた。




　書類仕事は、三十分程度で終えることができた。菜摘はトイレに行き、洗浄便座で股間を清潔に洗い流し、緊張を伴いながらモニター室の扉を開ける。江角はもう準備ができているようで、引っ張り出してきた機器の前で難しい顔をしながら立っていた。その江角の隣の、医療用ワゴンの上には、シリコン素材の、ペニスを模した肌色のバイブレーターが五本ほど並べて置かれていて、その隣のローションの容器や「業務用」と書かれたコンドームの大きな箱と一緒に、この部屋で、これから自分が何をされるのか、菜摘に突きつけてくる。

（また、あんな事されちゃうんだ……）

　緊張と恐怖感と入り交じりながら、淫らな期待も膨れ、菜摘は知らなかった自分のいやらしさに頬が熱くなってしまった。

「これを」

　几帳面に畳まれた、清潔な白いバスタオルを手渡され、菜摘はそれを受け取るとベッドに腰掛け、昨日と同じように下着とストッキングを脱いでいく。今日の服装は、カーキ色のゆったりしたワンピースなので、そこまでの羞恥心を感じなかったのが幸いだった。そのままベッドに足を上げ、寝転ぶ体勢を取ろうとすると江角に止められる。

「ああ、申し訳ない沢木くん。今回は開発途中の新型のモニタリングなので、ベッドではなくて、こちらでお願いしたい」

「ふぇっ？　そ、そちらですか？」

　江角の細い、骨張った指の先には薄ピンク色の内診台があり、菜摘は思ってもいなかった展開に思わず間抜けな声が出る。

「こちらの方が、女性の反応がよくわかるからな」

（ど、どうしよう、どうしよう……）

　それが、婦人科などに置いてある内診台なのは頭ではわかるのだが、まさか自分が乗ることになるのは予想できておらず、足が動かない。そんな怯える菜摘に、江角は申し訳なさそうに声をかける。

「……沢木くん、無理はするな。やはり、プロの女性に」

「無理じゃないです、大丈夫、できます！」

（だって、江角さんが他の女の人に触れるなんて、いやだ）

　また、とんでもない事をしてしまっている。その自覚はあったが、それでもなんとか自分を鼓舞し、菜摘は立ち上がった。妊娠の経験もなく、月経でのトラブルもほとんどない菜摘は、婦人科の検診を受けた事がない。もちろん、内診台に上がった事もない。どういう体勢になるか想像だけでも不安にはなるが、菜摘は思い切って、そのピンクの椅子にワンピースをまくりあげながら座った。

「では、足を上げるぞ」

　江角が操作ボタンを押すと、一瞬、普通の医療用の椅子に見えるそれの、ふくらはぎを支えているフットレストが電動で持ち上がり、背もたれがリクライニングされ、いわゆる開脚位の格好になってしまう。下腹部に置いたタオルのおかげで秘所は露出されないが、大きく開いた太ももの間に涼しい風が通り、今、自分が、どんな恥ずかしい体勢になっているか、意識させられてしまった。

「……うう」

　情けない吐息がどうしても漏れてしまう。緊張と興奮に心拍が激しくなり、呼吸が荒くなった。

「失礼」

　パチン、と乾いた音をさせて、江角が医療用のゴム手袋を装着し、タオルの下の隠された場所に手のひらを潜り込ませてくる。江角の指が局部を伝わされ、薄いゴム越しに肌を撫でられる感触が、菜摘の内ももの筋肉を引きつらせる。太ももにかけていたタオルがずり落ち、いよいよ菜摘の恥ずかしい場所が全て露呈され、羞恥心に目を固く瞑るしかできなくなる。

「少し冷たいぞ」

「は、はい。ひゃっ！」

　江角が指にローションをまとわせ、菜摘の秘裂を下から上にゆっくりとなぞる。そのゆるやかな刺激だけでも、菜摘の肉の襞ひだはひくつき、じわりと分泌液をにじませていた。

「陰核は小さいな。小陰唇も薄い……、と」

　江角はあくまで事務的な口調で呟きながら、手元のタブレットに何かを書き付けつつ、菜摘の性器を観察しているようだった。

（そ、そんなこと書いてどうするの……？）

　菜摘は自分でもじっくりとは見たことのないような、そんな場所を余す事なく江角に見せているのだ、という事実に、改めて唇を噛んだ。

（こ、これは、仕事なんだから。江角さんだって、仕事だからこんな事するんだから……！）

　そう言い聞かせないと、押し寄せる羞恥心に頭が爆発しそうになる。こんな事をするのはあくまで業務の一環で、自分が淫乱な訳ではないと、菜摘は必死に思考を巡らせている。

「ひ、っ！」

　ぐり、と江角の指が菜摘の陰唇を割り開き、その刺激に菜摘の足が軽く跳ねた。指は止まらずに、ローションと愛液にすっかり濡れそぼったソコをなぞり、血流の集まりはじめた、敏感なクリトリスを弾く。

「あふ、ううん……っ」

　身構えていたつもりだったのに、もたらされた鋭い性感に、背筋が軽く反ってしまう。菜摘は顔の横の、内診台のバーを握り、なんとか堪えようと深く長く息を吐き出した。
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「沢木くん」

「は、はひ……」

　江角の声に薄く瞼まぶたを開け、少し身体を起こす。自分の太もも越しに、内診台の前に座る江角の姿が見えて、菜摘の中で欲望が膨れあがっていった。

（どうしよう、恥ずかしいのに、もっと触ってほしいって、私、思ってる……）

　江角は相変わらず無表情なままで、指を菜摘のソコに添わせつづけている。

「沢木くんは、自慰の際は陰核を刺激するのか？」

「あ、っ、ひゃっ、はい、はいぃ……、そ、そうです」

　くい、と軽くクリトリスを摘ままれ、菜摘は混乱する頭の中で、半ば反射のように江角から投げかけられる、いやらしい質問にも答えてしまった。江角は軽く頷くと、左の中指を濡れた膣口に挿入しはじめ、何かを探すように膣壁をまさぐってくる。

「ふむ、ここかな」

　く、っと江角の指が曲げられる気配を、菜摘は自分の胎内で感じていた。瞬間、先ほどのクリトリスの時とは違う、鈍く重い快感が背中を走り、菜摘は身体を捩よじってその快楽を逃がそうとしてしまう。

「ここが君のＧスポット、という箇所だ。わかるか？」

　曲げられた指で、そこをひっかくように刺激され、菜摘はまたもたらされた快感に、つい淫らな嬌声をあげてしまった。

「ひゃあ、あっ、ん、あの、わかります、きもち、いいですっ」

　江角の細く長い指を受け入れながら、熱さと快楽に菜摘は身悶えた。身体の汗腺が開き、じわじわと額に汗の粒がにじんでいく。

「……女性の主な性感帯は、陰核、またはクリトリスと呼ばれる、ココと」

　江角は解説をしながら、菜摘のクリトリスを強く潰すように押した。固くしこったソレは電流のような快感をもたらし、菜摘の足のつま先がまっすぐに伸ばされる。声はなんとかこらえるが、江角の説明は次の箇所にいってしまう。

「そして、Ｇスポット」

「ん、ああ、あんんっ！」

　グリッ、と江角が膣に差し込んだ指を動かし、肉壁をかき回すようにその箇所を刺激すれば、菜摘の喉からは甲高い悲鳴が漏れた。

（も、もぉやだ、なんで、こんなぁ……）

　江角が何をしようとしているのか、菜摘にはよくわからない。

「く、くうぅ……」

　ぐい、と小陰唇が開かれ、江角の指が二本、Ｇスポットのそのまた奥の、子宮の入り口あたりまで挿入された。狭い孔に男性の指を詰め込まれ、圧迫感と引き攣つれる皮膚の痛みに、菜摘の瞳からは涙が一筋流れ落ちた。

「最後は、このポルチオ、という、子宮口の辺りの三つが主だ」

　こり、と最奥の肉の突起を、江角の長い指が探り当てた。

「ぽ、ポルチオ……？　ひ、つ、っう……」

　江角の説明では性感帯のはずなのに、菜摘には内臓を直接に触られているような不快感しかない。

「あ、あの、きもち、悪い……です……」

「そうだな。このポルチオは、開発しなければ性感をもたらすことはない。しかし、今までのクリトリスなどの性感とは違う、充足感を伴ったオーガズムを迎えることができる、そうだ。まぁ、男の俺にはわからんのだが」

　遠慮がちに不快感を訴えると、江角は自嘲したような表情で菜摘の顔を覗きながら、さらに子宮の入り口を刺激してくる。その度に菜摘の瞼の端からは、涙が零れ落ち、汗の滲んだ頬を伝い落ちていった。

「愛染社長と俺の当面の目標は、このポルチオ性感を、女性自身が開発できるような玩具を作り出すことだ」

「ひ、ひぐ……っ、う、ふぅ……、ん」

　最奥まで差し込まれていた指が引き抜かれ、菜摘は圧迫感から解放されて、ようやく息をつく事ができた。江角の言葉は続き、菜摘に言い聞かせるように熱を帯びていく。

「沢木くん、負担が大きくて申し訳ないが、俺は君のような女性を求めていた。是非、モニターとして協力してくれ」

（江角さんが、私を、求めてる……？）

　混乱する思考の中で、江角のそんな言葉が菜摘の耳に響く。理解できているのか、もうわからないような状況の中だったが、菜摘の頭が自然に動き、了承するように頷きを返してしまう。

「……は、はい……、お願いします……」

　掠れた声が、菜摘の喉奥から漏れ出し、江角がその返事を聞いて、満足そうに口元を緩めるのが見える。菜摘は、やっぱり自分はとんでもない事を許してしまったのではないか、と一瞬後悔しつつも、身体の力を抜き、内診台に横たわりながら目をつぶるしかなくなっていた。




　それから三時間もの間、菜摘の身体は徹底的に開発されつづけた。

　江角はまず、試作品だというバイブレーターを、菜摘のアソコに挿入し、使用感を尋ねてくる。

「痛くはないか？」

「う……、だ、だいじょぶ、です……」

　一本目は細身で、ローションをたっぷりまとわせていた事もあり、菜摘の膣はその異物をすんなりと受け入れた。突き当たりまで挿入されれば、先ほどの指での刺激、と言う程ではないがやっぱり不快感が滲み、快楽に集中できない。

「では、動かすぞ」

　ブンッ、とモーターの駆動音が響き、菜摘はポルチオの周辺に激しい振動を感じて、身体をエビ反りにしてしまう。

「あ、ひ、ぅぅぅっ！」

　振動は奥の子宮口だけでなく、性器全体、Ｇスポットやクリトリスも揺らし、菜摘は反射で足を跳ね上げた。

（これ、わかんない、どこが気持ちいいか、わかんない……っ）

「沢木くん、ポルチオはどうだ？　リポートを頼む」

　タブレットに入力用のペンを滑らせながら、江角が真剣な表情で尋ねてくる。菜摘はそれに答えようと下半身に力を入れ、気持ちいい箇所の感覚を探るが、湧き出る快感に邪魔をされてうまく言葉にできない。

「す、すみませ、あうっ、うあ、うぁあっ、わからにゃ、わかんにゃい、ですぅ……っ！」

「そうか……、なかなか話すのは難しいか」

　江角が手元の医療用ワゴンを引き寄せ、江角はなにやら電極のついたパッドを取り出し、手早く菜摘の波打つ腹部へ貼り付けていった。

「あ、あの、っ、なに？　な、なんですか、これぇっ」

「筋電計だ。女性のオーガズムでは独特の波形が出るからな。参考にさせてもらう」

　簡潔な説明を理解した菜摘は、さらに引き出される羞恥と、混ざり合う快感に身をくねらせることしかできなくなる。

（やだやだ、イクのとか、江角さんにバレちゃうの、やだぁ……）

　江角は筋電計の画面を見ながら何か調整をしているようで、その間も菜摘の股間に挿入された淫具は激しい振動を女性器に与えつづけている。

「んあ、くふ、うぁ、あああ、きもちい、きもちいい、っ」

　ふわ、と腰が浮いたような感覚と、波のように通り抜ける快感が、菜摘の理性を削っていった。

「ダメだ、沢木くん、オーガズムに達するのは少し我慢してくれ。うまくデータがとれない」

「えぇっ！？　むり、無理ですぅ……っ、うぐ、あひ、ひいい、く、いく、いっひゃいますぅ！」

　ビクンッ、と大きく身体が跳ね、四肢を突っ張らせながら菜摘は一回目の絶頂を迎えてしまった。未だに震えつづけるバイブレーターの細い幹を、律動と共に膣壁が締め付け、その痙攣の感触も気持ちがいい。

「あ──、あ、あぅ……、ごめんなしゃ、えすみ、さ。きもち、いくて、むりですぅ……」

「……まったく、君は昨日もだったが、少し敏感すぎるな。これではポルチオ性感のデータがとれないぞ」

「す……、すみません……」

　クセっ毛を掻かきながら、江角が困ったように呟いた。菜摘はいたたまれない気持ちになりながらも、なんとか言葉を返す。

「……いや、すまない。これはこちらの都合だ。君が謝ることではない」

　江角は謝罪を口にしながら、振動を続けていたバイブレーターを菜摘の股間から引き抜き、スイッチを切った。低く響いていたモーター音が途切れ、部屋は菜摘の荒い呼吸の音が聞こえるばかりになる。

（お、終わったのかな……）

　荒い息を整えつつ、菜摘は身体から力を抜き、快感の強さに強ばっていた下肢を少し緩める。内診台から下りようかとも思ったが、足が高く上げられたままなので、バランスがうまく取れない。

「……そうか。振動が強すぎると、そちらの刺激からのオーガズムが来てしまうということか……」

「あの、すいません……」

　背中を向けたままの江角は、何事かを呟きながら、筋電計のデータなどをタブレットで見ているようだ。フットレストを降ろしてほしいと伝えようと、菜摘が声かけをしようとするが、江角から帰ってきたのは想定外の台詞だった。

「ああ、悪かった。では次は、こちらのパターンの振動を試してみよう」

　振り返り江角は、並べられた肌色のバイブレーターから一つを手に取ると、くるくるとコンドームを被せ、ローションで濡らす。てらてらと室内灯の明かりを反射するソレの余りのいやらしさに、菜摘は興奮とも困惑ともつかないような表情を浮かべざるを得なかった。

「えっ、お、終わり、じゃ……」

「ん？　まだポルチオでの絶頂を体感できていないじゃないか。できるだけ、データが欲しいしな。ああそうか、君が体力的に限界であれば、少々休憩を挟んでも良いが」

　この人は、私の身体を開発し尽くす気なんだ。

（やだ、なんで私、興奮しちゃってるの？）

　言い切る江角の言葉に反応して、菜摘の胎内がじわりと熱くなる。間違いない。これから江角が行うだろう、いやらしい行為に対して、自分は欲情してしまっている。ごくり、と喉が動き、菜摘は淫らな自分を改めて突きつけられてしまう。
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「くふ、う、ん……っ」

　菜摘は、拒否することができなかった。江角はあくまで事務的に、まるで実験でもするかのような冷徹さで、新たなバイブレーターを菜摘の狭い肉の孔に挿入してくる。先ほどより太く、先が膨れているようにも感じ、菜摘は自然に息を詰めてしまった。

「ここの辺りはどうだ？」

　ぶちゅ、と愛液が溢れた湿った音が股間から響き、菜摘の聴覚までも犯してくる。江角が少し角度をつけて突き入れれば、身体の奥の方に当たる気配が感じられた。

「は、はい、その辺りだと……」

　短く吐き出される息の隙間から、菜摘はなんとか答えを返した。先ほど指先で触れられた子宮口の辺りが熱くなってきていて、菜摘の理性を焼いてくる。

（な、なんか、さっきより、気持ちいいような……？）

「あのっ、さっきより、気持ちいいです」

「そうか」

　率直な感想を言えば、江角の目が嬉しそうに細められた。

「先程のバイブは振動がメインだったが、コレは回転と突きで内部を刺激できるように基盤を組んでいる。何か、性感について違いを感じたら教えてくれ」

「は、はひ……」

　菜摘の返事と同時くらいのタイミングで、ぱち、とスイッチが入った音がして、挿入されたバイブが菜摘の中をぐちゃぐちゃにかき回しはじめた。

「あ！　ひ、これ、中だめぇ……っ！」

　ぴゅ、ぴゅ、と、バイブと膣口の隙間から、菜摘の呼吸に合わせて間欠的に愛液が噴き出し、内診台のシートを汚す。先ほどの振動とは違う動きに、菜摘は身体を反らせながら、悲鳴のような嬌声を吐き出しつづけた。

「あぐ、かき回されてぇ、おく、ぐりぐりされて、ます……ぅ」

　子宮口の周辺を押しつけながらかき回し、その接触はじわじわと骨盤の底の方に、どうにもならないような熱さを溜めていく。今まで味わったことがないようなその動きで、菜摘のそこは順調に快感を引き出されていった。最初の一、二分は違和感を抱いてしまっていたが、丹たん念ねんに絶妙なリズムで刺激を与えられると、胎内の最奥部分が膨らむような、そんなふわふわした感覚も引き出されていった。波打つ肌に貼り付けられた電極パッドが、菜摘の変化を江角に伝えていく。

「ああ、手応えがあるな」

　菜摘の反応の変化を察知し、江角が手元の筋電計の表示を見ながら、バイブのスイッチをパチパチと入れ替えた。

「あっ、あっ、あっ、なにか、これ、おかひ、おく、熱い、あついよぉ！」

　ぐりぐりとかき回すような動きだった中の尖端が、細かく突きあげるような動きに変化し、菜摘の膣壁が収縮しはじめる。ゆっくりかき回されるような動きが少し変わるだけで、足が震え、声がうわずるような鮮烈な快感が、次から次へと送り込まれていった。

「おくダメ、これ、あっ、コンコンされるの、だめ、くふ、あ、あのっ、イかせてくださっ、あっ、あうぅっ！

「ダメだ、データが取りきれていない。もう少し、あと五分でいい。我慢してくれ」

「むりっ、むりれすぅ……！　も、あひ、い、いくぅ……！」

　頭をぶんぶん振りながら、菜摘は絶頂させてほしいと懇願する。押し寄せる快楽の波はすさまじく、羞恥心は吹き飛んで、菜摘は腰を震わせながら、さらに強い刺激を求めつづけた。

「まったく……。こらえ性のない……」

　呆れたような江角の、低い声にも菜摘の興奮がかき立てられる。

「ごめんなしゃ、ごめんなさい、お、おくの、ぉ、っ、なんか、ふわっとしてぇ……、くふ、うあ、あっあっ、あ━━っ！」

　なんとか絶頂を回避しようと、なけなしの理性を振り絞り、今自分の味わっている快楽を言語化しようと、無駄な抵抗を試みる。

（嫌われちゃう、イったら、江角さんに、きらわれちゃうよぉ……）

　菜摘の腰が勝手に持ち上がり、かくかくとみっともない動きをしはじめる。泡立つ愛液は尻の隙間を伝って大きな染みをシートに作り、菜摘の快感の大きさを示していた。

「あぅ、あたま、しろくなって、あっ、ぁ、ああああっ！」

　顔の横のバーを掴み、身体を限界まで反らせながら、菜摘は絶頂を堪えつづける。

（も、むり、むりぃ……）

　細かい痙攣が体中を揺らし、菜摘の理性がはじけ飛ぶ寸前、江角が耳元に口を寄せ、低く艶めいた声で囁く。

「よし、イっていいぞ。無事にデータをとれた」

「ンあ、は、いっ、ありがとう、ごらいま、ひゅ、っ！　う、う、うああ、ああああああ……、あっ、あっ、あっ、いく、いく、いくの、きもちい、いいよぉ……！」

　その甘い声を引き金に、菜摘の全ての快楽神経が、絶頂に向かって津波のように快感を脳髄に送り込んでくる。あまりの快楽に菜摘はだらしなく声を上げつづけ、全身を大きく震わせながら深い絶頂を味わいつづけるしかなくなった。お腹の中が広がって緩むような妙な感覚と、頭の芯も蕩けるような甘い性感に全てを支配され、自分の意思では指先一つも動かせない。

（これ、が）

　これが、江角の言っていたポルチオ性感と言うモノなのだろうか。ほとんど回らない頭でぼんやり考えていると、江角がある提案をしてくる。

「ポルチオ性感の面白いところは、連続でオーガズムを味わえることだ。いわゆる連続イキというものだ。そのデータも欲しいから、沢木くん、協力してくれ」

（……れんぞく？　い、き？）

　言葉の意味は、細切れの思考ではうまく理解できない。

（え、れんぞく、って、もしか、して）

「お。おひ、あ、あっ、あああっ、あぅぅ！　いく、また、いく、いっひゃうぅ！」

　江角は菜摘の股間に深々と刺さるバイブのスイッチを操作し、再び中をかき回すような動きに切り替える。同時に無造作にカートに置かれていた小型のローターを、菜摘の、濃桃色に膨らんだクリトリスに押し当てる。

「んああああ、あ、あぅ、これらめ、らめぇ……っ、もぉ、むり、いくのむりっ！」

　触れている江角の手は最小限なのに、彼に責められている、という事実も、菜摘の性感をかき立てる。

（わたし、えすみさんに、みられてる、こんなやらしいことされて、ぐちゃぐちゃになるの、みられてる）

「あくぅぅ、ん、う、うぁあ……、くりとりす、きもちい、ぜんぶきもちい、れす……っ、もっといじめてぇ……あ、いく、イク、いってるぅ……」

　もう、自分でも何を口走っているのか、わからない。快感の波は引くことはなく、菜摘の理性をかき混ぜ続けてくる。

「ふむ、今までで五回ほどオーガズムが計測できているな。なるほど、このような波形になるのか……」

　菜摘の乱れようを冷徹に観察しながら、江角はひとりごちた。もう菜摘の意識は薄れ、続けられる容赦ない責め苦に、今にも途切れそうになる。
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「よし。もういいな」

　いいデータが取れた、と江角は呟き、痙攣を続ける菜摘の身体から性具を取り外していった。

「……っは……。は━━……」

「無理をさせたな。少し休憩しておいてくれ」

　高く持ち上げられたままだった足も、フットレストを降ろしてもらい、自由になった。菜摘はぐったりと脱力しながら内診台に座り、胸元が見えそうなほどにまくり上げてしまったワンピースを軽く直す。お腹の上のタオルを股間に当て局部を拭くと、粘ついた半透明の液体が付着し、自分の分泌した愛液の量に、菜摘は羞恥をかき立てられる。

（こんな風にいじめられるの、私、好きだったんだ……）

　自分の隠された性癖に気付いた菜摘は、顔を覆いながらタオルに息を吸い込ませる。ひたすらに性器を虐いじめられて、性具で快楽を引きずり出され、何度も何度も絶頂に追い上げられて、イキたいと切なげに懇願して、そんな淫らな自分を突きつけらると、菜摘は恥ずかしさにもう、顔も上げられない。

（絶対、いやらしい女だって思われてる……。すぐイッちゃうし、こらえ性、ないし……）

「沢木くん」

「……う。は、はいぃ……」

　力なく答えて顔を上げると、満足そうな笑みを浮かべた江角と視線が交錯した。

「素晴らしかったよ、沢木くん。本当にいいデータが取れている。女性のオーガズムのメカニズムについては、研究不足でまだ不明な事も多いからな。社長も、このデータを喜んでくれるだろう」

　普段の無表情がうそのように、江角は満面の笑みを浮かべながら弾んだ声色で菜摘に言葉をかけてくる。その表情は、いつもよりも数段幼く、菜摘は彼の知らない一面を見てしまった気がして、胸が締め付けられるような恋心が湧きおこってきた。

「それで、沢木くん。続きもできそうか？　もう少しモニタリングしたい試作品もあるんだが」

「えっ、まだ、するんですか……？」

「あー、そうだな……。疲れているか。まぁ、お願いできたらとは思うが、もし無理なら断ってもいい」

　江角の申し出に、菜摘は正直、困惑してしまった。先ほど味わわされた連続絶頂に、下肢はまだふわふわと頼りなく緩んでしまっている。

（でも……、私が役に立てる事って）

　一瞬だけ逡巡するが、江角の滅多に見せないだろう笑顔に絆ほだされ、菜摘はモニタリングの継続を了承してしまった。

（あんなに嬉しそうなんだもん、いいよね？）

　不安と困惑と恋慕が心中に満ちた複雑な感情を抱きながら、菜摘はさらなる性感開発を受ける事になるのだった。




　江角は、まるでオモチャでも手に入れた子どもかのように、菜摘の身体中の性感帯を隅々まで開発していった。試作品だというバイブレーターを、先ほど試した二種類に加えて、更に三種類を菜摘の膣内に代わる代わる挿入し、反応を試しつづける。

「あ━━、っ、あっ、あっあっ、あああああ━━━━っ！」

　菜摘は激しく頭を振り、なんとか快感を逃がそうとするが、江角の設計したというバイブレーターは、驚くほど的確に性感帯を探り当て、容赦の無い快楽を細い身体に叩き込んでくる。

（し、しんじゃう、しんじゃうぅ……）

「あう、あううう、う、うぁ、ぁあ……、あっ……」

　目の裏に何個も火花が飛び散り、すさまじい絶頂に何度も何度も打ち上げられ、息もできない。快感から逃げるように身体を捻るが、それも許されず、内診台の角度を変えられ、深々と身体を折る体勢にされて、もうなんの抵抗もできない。

「ふんふん、ああ、そうか。なるほど……、これはどう違うんだ？」

　そんな独り言を呟きながら、江角は丸出しになった菜摘の秘所を割り開き、柔らかいクリップでクリトリスを挟む。

「ひゃぁ、あんっ！」

「膣内でのオーガズムの波形は充分取得できた。お疲れ様、沢木くん。……次は、陰核のみでのオーガズムの波形が欲しい」

　何かに納得するように頷きながら、江角は菜摘の意思など意に介さずクリトリス用のバイブレーターを起動させた。

「きゃうううっ、いや、これ、あふ、すぐ、いっちゃう、いく、イク、ごめんなさ、いぃぃっ!!」

　スイッチを入れられた十数秒後、菜摘は堪えきれず絶頂に達した。愛液が噴き出すように溢れ、さんざんに凌りょう辱じょくを受け、ぽっかりと開いた肉孔から、とろとろと糸を引きながらこぼれ落ちていった。先ほどのように、胎内でイクのとは違い、膣壁が細かく収縮し、その度に頭が白くなりそうな鋭い性感がクリトリスからもたらされる。

「あああ、も、イッてますっ！いきまひた、　いってる、いってるのにぃ、もぉブルブルやらよぉ、やらぁああ……!!」

　悲鳴というよりも嗚咽に近い声が、菜摘からは吐き出された。そこまで追い詰められながらも、さらなる性感を求める自分自身に菜摘は愕然としてしまう。

（やだやだやだ、せつないよぉ……、おっきいの、ほしい、めちゃめちゃにされたいよぉ……）

　頭の中が、そんないやらしい思考に満たされて、菜摘の瞳からはぼろぼろ涙がこぼれ落ちた。

（ほしい、江角さんが、ほしい。いっぱい犯してほしい……）

「あ━━━━、っ、あっ、あああ、あひ、あううう……、ううう、うああああ！」

　口に出せない言葉を飲み込みながら、菜摘は責められるままに嬌声を上げつづけた。気持ち良さとは裏腹の、どこか満たされない心を抱えながら、菜摘の意識はそこでぷつりと途切れてしまったのだった。




　どこをどう歩いて自宅の最寄り駅に辿り着いたのか、いまいち判然としない。交互に足を出してなんとか歩こうとするが、踏みしめてもどこかふわふわとした感触が取れず、ぼんやりとしたまま菜摘は帰宅の途につく。

（私、どうしたんだっけ……）

　部屋の鍵を開け、狭い三和土たたきで靴を脱ぎ、リビングに向かうと小さなソファに倒れ込んだ。母親は朝、夜勤だと言っていた。今夜は自分一人だけだ。少々だらしなくても、怒られたりはしない。

（疲れたぁ……）

　一日の事を思い返していく。今日は朝出勤して、事務仕事して、江角さんにまたモニターの話をされて。

「あっ、やだ……」

　急に、フラッシュバックのように、自分の痴態や嬌声が次々に再生されて、菜摘は顔を覆う。

（そうだ、いっぱい、いっぱい、イかされて、気持ちよくって、最後は失神しちゃって）

　思い出すと、股間がじわりと熱くなる。あんなに何回も絶頂を味わって、それでも私の身体は満足できないんだろうか。菜摘は気付いてしまった自分の淫乱さに、ため息を吐きながら着ていたワンピースを緩め、ストッキングを脱ごうとソファの上であおむけの姿勢になる。

（……濡れてる）

　下着の湿っている感触に、つい自身の秘裂をストッキングの上から撫でた。そこはショーツの生地の上からでも判るほどにはっきりと濡れて、菜摘の中に熾おき火びのような熱いくすぶりが生まれてしまった。

「……江角さん……」

『沢木くん』

　想い人の名前を呟くと、彼の低い声が応えてくれるような気がして、胸がきゅんと苦しくなる。おずおずとショーツの中に手を入れて、ストッキングと一緒に脱ぎながら、下半身を露わにしていく。

（あんなに、してもらったのに）

　あんなに頭が真っ白になるほどに彼に責められて、焦じらされて、何度も果てているのに、なんでこんなに切ないんだろうか。菜摘はすっかり濡れそぼっている自分の肉孔を探り当て、その上のクリトリスを摘まみ、擦りはじめた。

「あっ、は、はぁ……、えすみさぁん……」

『どうした。またこんなに濡らして、こらえ性のない』

「……だって、だって、好き、なんです」

　固く膨らみ、昼間の蹂じゅう躙りんで敏感になったクリトリスを、自分の指で弄び、押し潰す。

（これ、自分で弄ってるんじゃなくて、江角さんに弄って貰ってる、て思えば）

「すき、すき、えすみさぁん……、くふ、ふぅ……ん」

　彼の、細くて長い、骨っぽい指が好きだ。低い艶やかな声も、色白で整った顔立ちも、抱きしめられた時の、思いもかけない胸板の厚さも、全部が好きだ。

「いっぱい、いじめてください、えすみさん」

　左の人差し指と中指と二本、揃えてひくつく淫孔に押し込んでみる。

『君のＧスポットはここだな』

　耳元で囁かれているような気分で、菜摘は自分の胎内を指でまさぐり、今日、開発され尽くした性感帯を強く抉えぐった。

「あ、んああっ！」

　機械の刺激には及ばないけれど、それでも蕩けるような性感が菜摘の背筋を走り抜けた。江角の長い指が自分の秘所を散々にいたぶる、そんな妄想で菜摘の思考はいっぱいになってしまう。指を三本に増やし、腰を浮かせながら、両方の手で自らの性器を擦り上げ、ぐちゅぐちゅとかき回す。

「っ、は、きもちいいです、いいです、えすみ、さぁん……」

　瞼の裏に白い閃光が何度も弾け、膣壁が震え、きゅうきゅうと指を締め付けてくる。
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「あ、あっ、いきそう、イッっちゃう、かも……ぉ」

『だめだ、君は敏感すぎるぞ。もう少し我慢しろ』

　江角に冷たい声で命令される想像をすると、さらに性感が高まるようで、菜摘の額にはいつの間にか汗の粒が何個も浮かんでいた。ひくひくと胎内が痙攣し始め、その律動に伴って熱い塊が尾てい骨の辺りに溜まっていき、菜摘は妄想の江角に懇願した。

「だって、きもちいいです、きもちい、あっ、もう無理、むりぃ、いかせてぇ……」

『……よし。イっていいぞ』

　甘く低い彼の声が耳元で聞こえるような、そんな想像の中、菜摘は自慰で絶頂を迎える。尖ったクリトリスが震え、内壁はきゅうきゅうとひくつき指を締め付ける。むわ、と甘ったるいような分泌液の匂いが鼻に届き、菜摘はオーガズムの余韻を味わった。

　ぬるり、と差し込んでいた指を引き抜き、備え付けのウェットティッシュで指と局部を拭き清める。脱ぎ捨てたショーツを手に取り履こうかと迷ったが、クロッチの染みを見ると、新しいのにしなければ、と思った。

「……ああああ━━━━」

　一通りの後始末を終えて、ワンピースから部屋着に着替え、顔と手を洗えば、残るのは後悔ばかりだった。洗面台の鏡の前で自分の顔を見つめながら、菜摘は恥ずかしさの余りに叫んでしまう。

「ああーばか、私のバカ！　完全に江角さんのことオカズにしてるよぉ！　もうやだ、なんでこんなに私、エロくなっちゃったの……？」

　叫んでも今日は一人だ、と思えば、心置きなく大声を出せる。いくら自分から淡い恋心を抱いているとは言え、業務上の関係でしかない同僚を、自身のオナニーのオカズにしてしまった。

（……ぜったい、絶対に江角さんは、私のことなんか好きにならないのに）

「うう……、虚しい……」

　彼は私だけでなく、女性全般に興味がないのだ。だからあんな女性向けの性的玩具の開発なんかを、男性の身ですることができるんだろう。女性に性欲を抱く男性であるなら、あんないやらしい業務をして、あんなに平静でいられるはずがない。そんな風に思い込めば、明日からの彼との二人きりの業務も乗り切れる。いや、乗り切らなければいけない。




　それから愛染社長が復帰してくるまでの間、菜摘の身体は三日と開けずにモニターという名目で、弄いじくられることになった。

　ある日は、菜摘のささやかな胸を彩る桃色の尖りに、強く吸い出していくような器具を取り付けられ、固くしこったそこを、ローターを押しつけながら乳首だけでも絶頂するように、菜摘は開発された。最初はローターの振動を当てられてもくすぐったいだけだった乳首は、江角の手によって三時間もいたぶられつづけると、微かな刺激にも敏感な反応を返す性感帯として目覚めていく。

（おっぱいだけで、イかされちゃうなんて……）

「くふ、ふぅぅ、ん！」

　もう、彼の前で全裸になることに抵抗もなくなり、菜摘はその肢体をくねらせながら快楽を受け止めつづける。細く、幼ささえ感じさせた菜摘の身体は明らかに肉付きが良くなり、ウエストはくびれて、成熟した女性としての魅力を放つようになっていた。

（やっぱりコレって、いっぱい気持ちいいことしてもらってるから？）

　家で入浴しながら、菜摘は自らのささやかな乳房を下から寄せ上げる。以前は谷間の「た」の字もなかったような色気のない胸元に、今はうっすらと乳房の間に谷間ができるようになっていた。薄ピンク色で平たかった胸の突起も、吸い出しながら開発された後は、まるでなりたての桜桃のような艶やかさで、固く膨らんでいった。

　それでも、江角は最低限しか菜摘に触れようとはしなかった。彼自身は、一回も着衣を緩めたこともなく、見たところ、勃起もさせずに菜摘の性感帯を全て暴いていく。まるで職人でもあるかのようなその性感開発に、菜摘は半ば諦めを抱くようになっていく。

　江角の前で淫らに綻ほころぶ度に秘めた恋心は募つのってはいくが、決して必要以上に触れてこない彼の姿に、菜摘はその膨らむ恋慕を抑えるしかなかった。

（……哀しいなぁ）

　あんなに身体を開発されて、彼の手で絶頂することは当たり前のような状況なのに、自分たちはあくまで会社の先輩と後輩で、あるいは開発者とモニター被験者で、それ以上の関係にはなれない。

「はー、ぁ……」

　浴槽に沈みながら、菜摘は息を吐き出す。ぶくぶくと入浴剤混じりの気泡が弾け、気持ちいいはずの入浴が、どうにも気が重くなってしまう。

（はー、明日明日。明日は社長も復帰してくるって連絡あったし、余計なこと考えずに仕事がんばるぞ〜）

　温い湯に全身を浸し、菜摘は浴室の天井を見上げ、自分自身に渇を入れる。重要なのは、愛染社長も江角も、仕事に関しては真摯で、自分は彼らを尊敬できる。そんな会社の一員になれているのだ、なるべく長く勤めなければならない。そんなことを改めて誓い、菜摘は拳を握りしめる。




（へへ、少し早めに来ちゃった。あと、社長にちょっとお祝いしたいよね。いろいろリクエスト聞いちゃおう）

　久しぶりに愛染社長に会える。菜摘はちょっと浮かれていた。この年になると友達も、何人かは入籍したり子どもができたりしていて、そんなお祝いを選ぶのが菜摘は好きだった。二本ほど早い電車に乗り、会社には始業の三十分前には到着する。すでにドアは開いていて、菜摘はゆっくり中に入り、事務室から順番に、社長の姿を探して覗いていく。

「…………そうね、ふふ」

　社長室のドアが薄く開いていて、中から楽しげな社長の声が聞こえてくる。菜摘はドアに寄り、中を覗けば、社長も江角さんも二人とも揃っていて、なにやら雑談をしているようだった。

（えー、二人とも、こんな早く来るんだ。声かけようかな）

　そんな事を考えつつ、ドアノブに手をかけようとした刹那、愛染社長の口から、菜摘にとって意外な一言が聞こえてくる。

「やぁねぇ、たっくん、やきもちは妬やかないの？　さみしいわねえ。昔は『よーこさんよーこさん』って、いつも私にベタベタしてきたクセに」

「は？　そんなの忘れたね。いまさら何言ってるんだよ瑤よう子こさん。……いや、愛染社長の、あんたの旦那に悪いだろ」

　なんの話をしているのだろうか。見れば、二人はラブソファに肩を寄せ合って座って、妙に距離が近い。江角も、聞いたことがないような甘えた声色で、醸かもし出す雰囲気はまるで恋人同士のようだった。

　胸の奥から苦い何かがせり上がり、菜摘は反射的に玄関の外まで逃げてしまう。音は立てなかったから、二人には気付かれていないはずだ、と思うが、どうなんだろうか。

（やっぱり）

　やっぱり、あの二人は、昔は恋人同士だったんだ。でも別れて、社長は今の旦那さんと結婚されて、でも江角さんとはこんな仕事をしている。

　高級マンションのカーペット張りの廊下を、玄関のドアに背中を預けながら、ずるずると膝が砕け、菜摘はそこにしゃがみ込んでしまった。

（どういう事なんだろう）

　菜摘の乏とぼしい想像力ではわからない。わからないが、爛ただれた関係性が見え隠れし、菜摘の、今までこの会社に抱いていた理想像に、ひびが入ったような気持ちになった。何より、女性に興味がないと信じ込んでいた江角の、社長を見る優しげな視線に、菜摘の嫉妬心が刺激されてしまう。

（やだやだぁ、江角さん……。やっぱり私に魅力がないだけなのかな……）

　愛染社長と自分では、それこそ月とスッポンなのはわかっている。十人若い男性がいれば、十人とも愛染社長を選ぶだろう。あんな美女と対抗するなんて、そんな自信を菜摘は持ち合わせていない。

（うう、やだよぉ……）

　押し殺していた恋心にとどめを刺された気分になって、菜摘はなかなか立ち上がることができない。廊下に丸まりながら、ぐるぐると嫌な方向に回っていく思考を、菜摘はどうしても止められなかった。













　空から元げん気きだ、空元気さえあればなんとかなる。今まで苦しい時はいつだって、空元気で乗り切ってきたじゃないか。そう沢さわ木き菜な摘つみは自分に言い聞かせて、ドアの前でへたり込んでいる自分に喝かつを入れようとする。

（だいじょうぶだいじょうぶ、だい！　じょう！　ぶ！）

　密かに想いを寄せていた江え角すみ卓たく也やと、雇ってくれた恩のある社長、愛あい染ぜん瑤よう子こと、その二人の、なんだかただならない雰囲気をオフィスで目撃してしまい、菜摘は落ち込んでいた。

（うー……、やっぱりあの二人、あやしいのか、な……）

　大丈夫と自分を鼓こ舞ぶし、空元気を引き出そうとしても、ため息しか出ない自分が情けない。こんな気持ちになるんだったら、早く江角に自分の気持ちを打ち明けておけば良かったのだ。江角が自分を、新製品の開発モニターとして、性的に弄もてあそんでくれる、という状況を受け入れて、「好きだ」とも何も言わなかった自分が悪い。

「……大丈夫！」

　改めて口にして、自分をなんとか立ち直らせる。もう社会人なのだ、自分で自分の機嫌は取るべきだ。逆に考えれば、自分の気持ちを江角に伝えていなかったのは都合がいい。自分から言い出さなければ、多分、あの二人は変わりなく接してくれる。失恋した自分は封印しなければならない。

　何もなかったように、何も見なかったように、何も考えないように、そう自分に言い聞かせながら菜摘は改めて、オフィスの扉を開けた。




　菜摘は、わざとらしいほどに明るく挨あい拶さつをしながら、自分の席に着く。

「おはようございまーす！　わー、社長お久しぶりです、お加減はいかがですか？」

　先ほど、ドアの隙間からこっそり見た時とは違う位置、二人はいつも通りのデスクに座っている。愛染社長は以前と変わらない、ほっそりとしたスタイルと豊満なバストを強調するようなタイトなワンピースで、とてもではないが妊婦には見えない。変わった点と言えば、足元がいつも履いているピンヒールではなく、三センチくらいのかかとのローヒールパンプスを履いていることぐらいだろうか。

「沢木さんおはよう、ご迷惑をおかけしてごめんなさいね」

　ちょっと首を傾げながら愛染社長に謝られると、セクシーで大人な女性が可愛らしい仕草をする、というギャップに同性ながらもときめいてしまい、同時に「自分ではこの人には勝てないな」という諦めの気持ちもむくむく湧いてくる。

「あの、迷惑なんかじゃないです。おめでたなんですから、そんなこと言わないでください」

　菜摘がそう返すと、社長はにこりと笑ってくれて「ありがとう」と小声で応えてくれる。そんな仕草も可愛らしく、菜摘は江角の方をちらりと見ながら、しかたがない、という諦めの感情を増幅させていた。

（社長は、魅力的だもんな。江角さんが社長に未練があるのも納得できるな……）

　連日の性感開発業務で何回も絶頂しているためなのか、ホルモンが分泌しているのか少し大きくなってきた胸を、菜摘は軽く触れてみた。菜摘の乳房が多少大きくなっても、もしかしたらＧカップくらいはあるかもしれない社長の、柔らかそうな豊満な乳房には絶対に及ばない。

「……さわきさん、沢木さん？」

「はいっ！　な、なんでしょうか！」

　ノートパソコンを立ち上げようとしたまま、ちょっとの時間ボーッとしていたらしい菜摘に、愛染社長が声をかける。我に返った菜摘は、焦りつつも返事をした。

「あのね、さっき江角君から聞いたんだけど、新製品の開発モニターに志願してくれたんですってね。ありがとう。妊娠中に、膣内に異物を挿入するのはドクターストップがかかってしまうので、お手伝いできないでごめんなさい」

　知らない人が聞いたらおかしな会話に聞こえるのだろうが、愛染社長はとても真面目にそんな話をする。

「ああ。社長、それで今日、沢木君がモニターしてくれていた新作バイブレーターの、最終サンプルが午後くらいにメーカーから来る予定なんですが」

　向かいのデスクから、江角も会話に入ってきた。相変わらず低くて艶めいた声で、こんな声で「瑤子さん」なんて呼ばれてたのだと思うと、社長がうらやましくてしょうがない。

「あら、楽しみね。私、十三時から検診が入ってしまってるから、チェックできなくて残念だわ」

　ふふ、と愛染社長が優雅に微笑み、改めて菜摘に向き直った。

「沢木さん。私が抜けてしまった穴を埋めていただいて、本当に助かったわ。入社したばかりだったのに、負担をかけてしまって、大変だったでしょう？」

「いえ、その、大丈夫です。自分で志願したことですし！」

「レポート見たけど、江角君、ちょっとやり過ぎよね。断っても良かったのよ？　モニター料は規定通りお支払いするから、来月楽しみにしていてね」

「はい、ありがとうございます……」

　座る菜摘の肩に手を置き、愛染社長は本当に申し訳なさそうに謝罪し、お礼の言葉を述べる。菜摘の罪悪感が刺激され、モニターに志願したのは金銭欲と、あとは江角への恋慕、あるいは嫉妬心だったのだと、そう言い訳もしたくなった。

「沢木君、よければ、最終サンプルもモニターしてくれないか？　君が提供してくれたオーガズムのデータを参考に、膣圧を自己分析しながら半自律で振動や動きを変えるＡＩを組み込んでいる。自動学習機能も組み入れたから、使えば使うほど馴な染じむ、女性向けバイブレーターとなっているはずだ」

　何を言っているのか、菜摘にはいまいちわからないが、機械のことを話すときだけは嬉しそうに動く江角の表情に、可愛らしいという感想さえ持ってしまう。

（やっぱり、好きだな）

　そう心に浮かぶと、胸が苦しくなる。午後からはまた、江角と二人きりになるし、モニターの業務もしなければならない。少し気が重くなりつつも、菜摘は社長の決裁を待つばかりだった書類を次々に処理し、午後の業務へと気持ちを切り替えていった。




　宅配便の業者が来るのは、決まって午後イチだ。菜摘は通販用に梱包した箱の山を集荷してもらい、事務所宛の荷物も何個か受け取る。

「江角さん、来ましたよ」

　その中の一つ、いつも試作品作りをお願いしてる町工場からの荷物を、江角に渡す。

「ありがとう」

　江角は相変わらずの無表情だったが、心なしか嬉しそうにも見える。小振りの段ボール箱を開け、緩かん衝しょう材ざいをガサガサと取り外し、江角は中のモノを手に取った。白い持ち手と肌色シリコンでできたそのバイブは、独特な括くびれと突起がいくつも付き、菜摘は横目で見ながら気恥ずかしくなるような気分にもなる。
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（あの形、私の、中の形、なのかな……）

　そんなことを考えてしまい、菜摘のお腹の底が少し熱くなる。そのサンプル品のバイブのスイッチを入れると、うねるような動きと振動が始まり、江角は満足そうに唇の端を上げた。低いモーター音がオフィス内に響いて、菜摘の膣が条件反射のように締まる。

（……私の身体、あんな音に反応するようになっちゃってる）

　初めてモニターという名目で、バイブを試用した日から、そこまで日は経っていないはずなのに、連日の性感開発でここまでいやらしくなっている自分の身体が恥ずかしい。こんなにいやらしい身体にしたのは、江角さんなのに、などという恨うらみ言ごとも、頭の中に浮かんできてしまった。

「うん、大丈夫そうだ。社長にチェックしていただけないのは残念だが、見本品はまた明日にでもお見せしよう」

　愛染社長は、検診に出かけてしまって、もう今日は直帰する予定になっている。妊娠初期は無理はできない、という知識は菜摘にもあるので、それは仕方がないとは思うのだけど、今朝の社長と江角のただならぬ雰囲気を見てからの、江角との二人での業務は、菜摘はちょっと気が重かった。

（大丈夫大丈夫、普通通りにしてれば大丈夫）

　自分に言い聞かせながら、菜摘は江角に向き直る。

「沢木君、悪いが今日もモニターを頼みたい。俺はこれの微調整をしてくる」

「……了解です。十四時開始を目途でよろしいですか？」

　江角はそのサンプル品を片手に立ち上がりながら、菜摘に声かけをしてきた。いつも通りのモニター業務だ、菜摘もいつも通りに事務的な返事をする。発注メールの処理や資料のファイリングといった事務仕事を片付けて、菜摘はトイレの後にモニター室へ向かった。扉を開ければ、ベッドと内診台が備わった、いつものモニタールームがある。

「ああ、沢木君。いつもすまないな」

　ベッドの脇には江角が立っていて、サイドテーブルの上には、先ほど届いたサンプル品のバイブとローション、コンドームなどが整然と置かれていた。

「では、お願いするよ。今日はベッドでいい」

「……はい。よろしくお願いします」

　ほんの三カ月前の自分なら、こんな風に、同僚、しかも片思いをしている男性の前でいやらしいことなんかできなかっただろう。菜摘は自分の変化を驚くと共に、どんどん江角に淫らさを引き出されていることに、今さらながら羞恥心を覚えてしまった。

　今日の菜摘は、フレアのスカートにピタッとしたＴシャツの服装だった。とりあえず下着を取って、下半身にタオルをかけ、ベッドに座り込む。

「沢木君、少し説明をしよう」

「は、はい」

　江角がベッドに横がけに座り、サンプル品だというバイブレーターを菜摘に持たせてきた。そのバイブは今まで菜摘に試されてきた、何十本のバイブとは少し違う形で、しげしげと見てしまう。

「尖端が膨ふくらんで、平らに近い形状になっている。これは、ポルチオ性感を開発するため、子宮口の周辺をくまなく刺激するためだ。あとこの出っ張り、ここにはＡＩ制御の小さなバイブが仕込まれていて、Ｇスポットにピンポイントにあたるようになっている。ギミックとして、クリトリス用のこの突起の形と、このＧスポット用のバイブレーターは、上下から挟めるような形状になっていて、両方に同時に振動を与えることができるようにもなっている。注意点としては、サンプル品のため、シリコンカバーが傷みやすいそうだ。コンドームを被せて試用してくれ」

　江角の口から、どう考えても卑猥な性具の説明を聞き、菜摘は興奮してくる自分に気付いていた。

（江角さんに、こうやって私もいっぱい触ってほしい、な……、なーんてね）

　家に帰ると、江角が触れてくれるところを妄想してオナニーをしてしまうのも、すっかりクセになっていた。そんなことを考えてはいけない、募つのる恋心ももう、今日ではじけ飛んだんだ。業務に集中しなければ、と菜摘は背筋を伸ばしそのサンプル品のバイブを受け取った。

「では、カーテンを閉めるぞ。今日はレポートメインで頼む」

「はい、がんばります！」

　江角の声とともにぐるりとベッドを囲むカーテンが閉じられて、菜摘は一人になる。もぞもぞと動きベッドの真ん中に移動し、スカートをウエストまでまくり上げ、膝を立て横たわり、言われたとおりにバイブにコンドームを被せる。滑らかながらも太さのある設計で、今からコレを膣に入れるのか、と思うと、口の中に唾液が湧いてくる。

「ん……」

　息をゆっくり吐きながら、備え付けのローションで濡らしたバイブの先端を、自身の膣口へと押しつけた。力をこめればすぐに肉孔は開き、ずぶずぶとバイブを飲み込んでいく。

「……、っは、ぁ……」

　あまり見ない、先の太くなっているタイプの柔らかいシリコンが菜摘の狭い通路を割り開いていく。ローションの滑ぬめりも手伝って痛みはないが、微妙な圧迫感に菜摘の息が詰まる。

（中、これ、気持ちがいいとこに当たる）

　江角の説明を思い出す。毎回執拗に刺激されるせいで、すっかり目覚めた胎内の性感帯へ、バイブの突起はちょうど当たってくる。眼を瞑つむり、膣壁に力を入れて、菜摘はその感触を味わった。

「ええと、突起が、Ｇスポットと奥の、っ、ポルチオのところにちょうど当たって、気持ちいいです……」

　カーテン外の江角に聞こえるように、レポートを送る。

（あとは、スイッチを入れて）

　パチン、と菜摘が持ち手についているスイッチを入れると、機械は柔らかく振動しはじめる。最初は軽い振動の方がいい。菜摘の少ない自慰の経験からでも、それは確かだった。性器全体を揺らしてくるような、軽めながらも心地よい振動に、菜摘の雌の部分が呼び起こされていく。

「く、ふぅ……、んっ」

　角度を変えると、ポルチオ性感の一番敏感な部分がぷるぷる震えるような錯覚も感じて、菜摘の額には、いつの間にか汗の粒が浮いていた。

「し、っ、振動も、あの、最初が軽めで、でも、お腹の中が全部揺らされてる、みたいでっ、あ、あの、ポルチオも、きもちい、です……」

　江角が菜摘の試用感想をレポート用に打ち込んでいるのだろう、カタカタとキーボードを叩く音が、カーテンの向こうから微かに聞こえる。

「きゃ、んっ」

　振動の強さを選ぶダイヤルを回し、少し強い刺激を自らの女性器に与えれば、きゅうっ、と膣壁が縮む感覚も味わえた。

（きもちいいけど、なんか、おかしい……）

　先日まで、江角に好き放題に弄られていた時のような、抵抗のしようがないほどの性感が、なかなか湧き上がってこない。江角があれほど楽しげに機能を解説していたのだ。絶対に、菜摘のオーガズムを引き出すことに特化した動きをすると思っていたのに、そこまでの爆発力がないようにも感じていた。

「うー、っ、はあ、ぁ……」

　もしかしたら刺激が弱いのかもしれない。そう感じた菜摘は、ダイヤルを回し、最大限までバイブレーターの振動を強くする。

「きゃひ、ひあ、あぁつ、あぁ、あっあっあっあっ、あー……」

　強くしても確かに快感は増すのだが、なぜかオーガーズムに結びつくような鋭い快楽の波はなかなか訪れてくれない。菜摘は焦じれながら、腰を立てて、両手で自らの肉孔をかき回すようにバイブを出し入れし、自分の感じる良いところに強い刺激を与え続けてみた。

（うーっ、きもちいいけど、イケないよぉっ）

　快感の波が押し寄せるが、弱いままで引いていき、絶頂へと辿り着ける気配がしない。菜摘はいつも家で自慰をするときのように、江角の手によって乱されているのだと、そう思いながら必死でバイブを動かしていた。

（江角さん、江角さん、好き、すき、ぃ……、私の中ぐちゃぐちゃにかき回してぇ……）

　江角の顔を思い浮かべるけれど、どうしても、今朝目撃した、愛染社長との親密な様子がちらついた。

「きゃひ、く、ううっ……、うー……、ん……」

（かなしい……な……、江角さん、わたしのこと、好きじゃないのに、社長のことが好きなのに……）

　思い浮かべれば思い浮かべるほど、自分が惨めな気持ちになっていく。菜摘の中の性欲の火が急速に消えていき、菜摘は、つらくなりながらバイブのスイッチを切り、狭い膣から産み落とすように、括約筋に力を入れて、そのシリコンの異物をゆっくり抜いていく。

「沢木君、どうしたんだ？」

「大丈夫です！　ちょっと調子悪いみたいで、あはは」

　菜摘が試用をやめた気配を感じたのだろう、江角がカーテンの向こう側から、心配そうに声をかけてきた。菜摘はわざと明るく声を返すけれど、不自然なのは隠せなかった。

「体調不良か？」

　シャッと乾いた音がして、カーテンが僅わずかに開けられ、そこから江角が顔を出してくる。

「わからない、です……」
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　下を向いてぼそぼそと応える菜摘をいぶかしく思ったのか、江角がベッドに歩み寄り、マットの上で体育座りをする菜摘の隣に腰をかけた。マットのスプリングが軋きしみ、菜摘は少し江角の方向に傾いてしまう。

（私、うそついてる）

　なぜオーガズムに達せないのかは、菜摘自身が気付いていた。嫉妬だ。菜摘や他の女性に興味を見せない江角が、社長にだけは心を開いた様子を見せる。菜摘に対しても、どんな性的に玩がん弄ろうしてきても極めて事務的だった彼が、社長に対して砕けた笑顔を見せて、屈託なく親しげに話す。そんな光景が、菜摘の中の嫉妬心を暴き出していった。

「沢木君、体調が悪いなら今日はもう、切り上げていい。そういう日もあるだろう。ただ、何かサンプル品に不具合があるなら、少し話してくれないか？」

　江角はいつでも真面目だ。きっと、自分の設計したバイブレーターに何か不具合があって、菜摘が絶頂できないのだ、と思っているのだろう。申し訳なくなりながら、菜摘はなんとか言葉を返す。

「……あの、バイブのせい、とかでなくて、個人的に、ちょっと今日は無理みたいなんで……。ご迷惑おかけします」

　菜摘は、ベッドの上で膝を揃えて頭を下げた。江角の視線はちょっと疑いを含んでいて、菜摘は本心を隠しているのを気付かれているのかと、少し不安になった。

「わかった。今日はもう上がっていい。勤怠表はつけておくし、本日分のモニター料も出そう」

「い、いえ、そんな、それほど調子悪いわけではないので……」

　江角の申し出が手厚すぎて、菜摘はかえって恐縮してしまう。ただの嫉妬なのに、そこまでしてもらうのは申し訳ない。畳んでサイドテーブルに置いておいた下着を取ろうと手を伸ばすと、その菜摘の手首を江角が掴んだ。

（えっ？）

「あ、あの、な、なん……ですか……？」

「……ちゃんと、理由を言ってくれないか？」

　静かで、陰を孕はらんだような江角の声が、菜摘の耳に響く。一瞬で菜摘の鼓動が大きく跳ね上がり、口が渇かわき生唾を飲み込んだ。

「なんでもないです、なんでもない、です……」

「うそ、はつかない方がいい」

　江角の顔が間近に迫り、瞬きもしないで菜摘の瞳を覗き込んでくる。白く滑らかな肌と、黒目がちの瞳、通った鼻筋に薄い唇は、文句のつけようもないほどに美男子で、こんなに迫られたのは初めてだった菜摘は、一瞬見とれてしまう。

（うそなんて）

「う、うそなんて。離してくださ……」

「朝、見てただろう。ドアの隙間から」

　慌てて否定しようとするが、江角はぼそりと呟いてきた。気付かれていたことに菜摘は少し怯ひるんだが、それでも離してもらおうと腕を捻ひねる。江角はさらに力をこめて菜摘の手を握り、不本意そうな様子で話してきた。

「……君は誤解をしている。少し話そう」

　江角の、優しく諭すような声色を聞くのは初めてで、菜摘の耳に緩やかに流れ込む。菜摘は胸が詰まるのを感じながら、その江角の提案に頷く事しかできなかった。




　江角は改めて、語りかけてくる。

「まず、君の誤解の根本だと思うが、俺と愛染社長、瑤子さんは、君が想像しているような関係性では、ない」

「で、でも、あんなに仲良くお話ししていて、江角さん、いつもクールなのに、すごくあったかい雰囲気で……」

　江角は、何を話すか考えでもしているのか、顎に右手を置き、眉根を寄せて唇をへの字に曲げている。

「……江角さん、が、私に興味ないのは知ってましたけど、女の人みんなに興味ないんだって、そう思って、なのに社長にすごく優しくて……、ごめんなさい。これヤキモチです。私はバカなんで、いっぱい気持ちいいことされて、勝手に江角さんのこと好きになっちゃって」

　今まで、菜摘が胸の奥底に溜め込んでいた想いが、口をついて出てしまう。もう、モニターですらうまく勤まらない。この会社にいるのも最後かもしれない。そんな事を考えると、言葉が溢あふれ出てしまう。

「気持ち良かったのも、きっと江角さんが好きだったからなんです。今日はもう、ダメでした。社長に優しくしてる江角さんを見てショックでヤキモチ妬いて、そんな資格ないのに」

　どんどん、自分が惨みじめになり哀しくなってくる。こんな恨み言を吐と露ろするなら、好きになった時点で告白しておけば良かった。江角さんにはなんの責任もないのに、自分の中のモヤモヤをぶつけてしまっている。

「すいません。本当に。モニターに立候補したのだって、江角さんに、他の女性を触ってほしくなかっただけです。本当に、バカですいません……」

　ぽろぽろ涙がこぼれてくる。とうとう言ってしまった、という後悔と、やっと言えた、という解放感が、ない交まぜに菜摘を襲い、胸がその度に傷んだ。

「沢木君」

　江角が、テーブルの上のフェイスタオルを差し出してくる。菜摘は涙をぐしぐし拭き取り、顔を覆ってため息をそのタオルに吸い込ませた。

「……すいません」

「落ち着いたか？」

　江角はまっすぐ前を向いて、菜摘の背中を軽くさすった。はい、と菜摘が小さな声で頷くと、江角はやっと、口を開いてくれた。




「君は、三点、誤解している」

　何を言うのだろう、と思いながら、菜摘はぼんやりと江角の整った横顔を見つめていた。気持ちを盛大に吐き出したせいか意外と落ち着いていて、菜摘は江角の言葉を静かに待っている。

「まず、一点だ。俺と瑤子さんは、君が思っているような関係ではない。俺たちは、姉きょう弟だいだ」

「へ？」

「腹違いだけれどもな。瑤子さんは本妻の娘で、俺は妾めかけの息子だ。父親が発展家だったという、よくある話だ」

　江角は少し唇を曲げて、自嘲するように語る。

「え、でも名字……？」

「愛染、は瑤子さんの旦那の名字だ。結婚前は江角瑤子。あとそうだな、二点目、俺は瑤子さんの旦那にヤキモチなんか妬かない。あの人をあれだけの美女に仕立て上げた旦那は、すごいと思っている」

　そうなのか、と菜摘は江角の語る事実がストンと腑に落ちた。そして、自身の誤解と暴発に、顔から火が出そうなほどに恥ずかしくなってしまった。

「……うぅ……、すいません……」

　蚊の鳴くような声で応える菜摘の頭と頬を、微笑む江角が軽く撫でていった。江角の大きな手は少し汗ばんでいて、その感触が心地よい。

「……昔話になる。俺の母親は早死にしてな、可哀想に思った瑤子さんの母親が本家に引き取った。腹違いの兄貴二人には散々虐められたがな、あの人だけはいつも俺をかばってくれた。おかげで、幼少期はあの人の後ばっかりにくっついて歩いてた。今朝のは、その頃の思い出話だった」

　淡々と話す江角は、いつもとあまり変わりがない様子だったけれど、それでもどこか懐かしげだった。

「あとはな、多分、沢木君は社長の、瑤子さんの事を生まれながらの美女、みたいにとらえているだろうが、高校生や医学生の頃は胸が大きいのと背が高いのを気にして、服装なんか毎日地味なもんだった。あの人は今の旦那と付き合いはじめて、あれだけ美人にしてもらったんだ。旦那に対しては俺は感謝しかない。あの人はこの会社を始めてから活いき活いきしている。俺は、基盤さえいじっていられれば、仕事なんかなんでもいいしな」

　江角が菜摘の方を見て、にこりと笑った。菜摘はその仕草だけでも、口から心臓が飛び出そうなほどに鼓動が高鳴り、慌てて目をそらす。ベッドの端を視界に入れながら、下を向く菜摘の頭に、一つ疑問が浮かび上がった。

「あ、あの、三点誤解してる、っておっしゃってましたけど、あとの一つは……？」

　江角は、愛染社長と自分との関係性の一点と、愛染社長の旦那さんに対する感情の一点しか話していない。もう一つは何か、菜摘は気になってしまう。

「……ああ、最後の一点は、俺が君に興味がない、というのが誤解だ、という事だ」

　※白はく皙せきの、作り物のような江角の頬に、少し赤みが差した、と菜摘は感じた。

「今までは、本当に、女性というか他人自体に、さほど興味はなかった。こういった性的な玩具の開発も、好きな基盤いじりの延長で、モニターをする女性にも特に感情を抱いたことがなかった」

「……はい」

　胸がばくばくと大きく波打って、息が詰まり頬が赤らむ。菜摘は掠かすれたような声で、相づちを打つ事しかできない。

「……君を、モニターさせてもらって、本当に面白かった。初めて他人に興味を抱いた。君のことを気持ち良くしたい、いろいろ、その、虐いじめてみたい、そんな嗜虐的な願望も抱くようになって」

　江角は小さく、悪かった、と謝る。菜摘は小さく首を振って、実は、イヤじゃなかった、と伝えた。

「あの、わっ、私、その、江角さんに色々エッチなことされるの、好きで、い、虐められたりするのも、気持ち良くて……、いやらしくてすいませんっ……」

「はは、そう言ってもらえて安心した。それで、なぜ自分は、他の女性とは違い、君にこんな願望を持つのかと考えてみて、俺は、君のことが好きなのだ、と結論づけたんだ」

　江角の言葉を、菜摘は信じられない思いで聞く。嬉しい、好きになってもらえて嬉しい。好きな人に、好きだって言われて嬉しい。頭の中がピンク色の花びらでいっぱいになったようで、世界がきらきらと輝いて見える。

「少しだけ、触れて、いいか？　もう君の勤怠は切った。俺も、後で切っておこう」

「はい、っ、はい！」

　すい、とまっすぐで骨張った、綺麗な江角の指が菜摘の頬に伸ばされる。体温の低い江角の指先は冷たくて、菜摘の熱を少しだけ冷ましてくれた。

「んっ……」

　ちゅ、と口元を軽くついばまれ、次の接吻を目を瞑りながら待つが、唇はなかなか降りてこない。困って薄く瞼まぶたを開ければ、いたずらっぽそうな笑顔で江角は菜摘の瞳を覗き込んでいる。

「な、なんでキスしてくれないんですかぁ……」

　私ばっかり緊張して、こんなに唇突き出して待ってるのに、そんなことを考えながら、菜摘は上目遣いで江角に抗議する。

「……キスしてほしいのか？」

「あ、当たり前じゃないですか、っ……」

　なぜか涙が滲んでくる。緊張とドキドキがまぜこぜになって、後頭部に当てられた江角の手のひらの冷たさが心地良い。自慰で、いつもこんなシーンを夢想していた。少しだけ後ろめたい気分が、菜摘の胸に湧いてくる。

「全く君は、可愛らしい」

　ぼそり、と江角が呟き、次の瞬間、噛みつくように唇を奪われる。舌がねじこまれ、歯列をなぞられ、息継ぎもままならないような激しいキス。頭の芯がぼんやりとなっていくのは、酸欠のせいなのか、キスで興奮しているのかよくわからなくなっていく。

「んむ、ふーっ、ふっ……」

　ぴちゃぴちゃと、子猫がミルクを舐める時のような音が耳の中に響いて、その音のいやらしさに、菜摘の身体は昂たかぶっていった。舌を絡め取られ外に引き出されて、甘く前歯で噛まれれば「求められている」という多幸感が襲ってくる。

（キスだけで、すごい……）

　まだ下着を履いていなかった股間が、ローションだけでなく、奥から湧き上がる粘液で潤んでいく。呼吸の度に秘ひ裂れつがひくつき、菜摘はそれだけでも軽く絶頂してしまうんじゃないか、という快感を味わっていた。

「初めて、だな」

　顔を離せば、菜摘と江角の間には唾液の橋がかかり、それがつうと細く垂れ下がり途切れる。何が初めてなのかと過よぎるけれど、江角は再び激しく執拗な口付けを求めてきた。

「ふー、っ、んむ、ん……、んぅ、は、ぁ……」

　頭の芯が痺れて、蕩けるような気持ち良さに菜摘の瞳が濡れていく。Ｔシャツの裾から江角の手が入ってきて、ブラジャーの上から軽く乳房を揉まれると、くすぐったさと快感と、まぜこぜになった気持ち良さが、脳髄へと送り込まれてくる。

「……あんなに君に触れていたのに、キスは初めてだったな、と少々面白く思った」

　微笑みながら服を手早く脱がし、江角はベッドに菜摘の身体を押し倒した。初めての角度から見る江角の表情はとても柔和で、菜摘は、入社面接の日の事を思い出していた。

（あの時は、こんな風になるなんて、思ってなかったな……。前はあんなに冷たい表情だったのに、今の江角さん、すごく優しい……）

　ぐい、とブラジャーがずり上げられ、菜摘の胸が露出した。ブラジャーから解放されてすっかり尖りきった乳首を、江角はざりざりと、ざらついた舌で舐めはじめる。

「きゃ、ふ……」
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　存分に開発された乳首に与えられる刺激に、菜摘の腰がくねり、甲高い声が漏れた。乳首の先端から、じんじんと痺れるような刺激が拡がり、菜摘の胸元が紅潮していく。きゅ、と反対側の乳首を強く摘ままれて、びくりと身体が痙けい攣れんした。

「あっ、や、ぁ……」

　業務ではあんなにひどい声を出したり、イキつづけて意識を飛ばしたり、そんな所も江角に見せてきていたのに、今さら菜摘は羞恥心を抱いてしまう。

（恥ずかしい……）

　口元に手のひらを持っていき、声を抑えたくて菜摘は自分の指を噛んだ。その間も江角は菜摘の乳房への愛撫を続け、ついでに自身も服を脱ぎ、裸になっている。幸せで嬉しくて、目の前が段々桃色に染まっていく。ブラジャーも肌着も取られ、全くの素っ裸になると、江角が菜摘を強い力で抱きしめてきた。

「あつい……」

　想像していたよりも江角の体温は高く、菜摘はぼんやりと一言を口にする。額には汗の粒が何個も浮かび、濡れた肌同士が密着するのがとてつもなく心地良い。

「気持ちいいな……」

　江角の長い腕の中で、菜摘はその一言に頷うなずいた。抱きしめられて汗をかいた肌が溶け合って、まるで一つになっていくかのような感触が、菜摘の心を蕩とろかしていく。このまま、江角と一つになれたら、など心に浮かび菜摘は江角の首に手を回しすがりついた。

「菜摘」

　どき、っとした。低い江角の声は更に艶つやめいて、名前を呼ばれただけでも鼓動が跳ねる。

「は、はい、あの、たくや、さん……」

　恥ずかしそうに菜摘が江角の名を口にすれば、愛おしい、という視線が降ってきて恥ずかしさが増幅されていった。

　

　江角の愛撫は丁寧で、まるで菜摘の全身を味わい尽くすようだった。脇腹や内ももに何度も口付けの雨を降らせ、菜摘の指の一本一本に口付けていく。

「可愛い、菜摘……」

　そんな江角の愛撫に応え、菜摘が快感に身をくねらせれば、甘い声を耳に注ぎ込まれてしまう。

（とけちゃいそう）

　頭の中は江角への愛おしさで満ちる。自分を愛撫する江角の癖っ毛を撫でると、まるで大きな獣けだものに懐かれているような錯覚をおこし、ずっと抱きしめていたくなる。

「触れるぞ」

　どこに、との言葉はなかったが、菜摘は意を介して小さく頷いた。開脚する姿勢を取ると、江角の骨張った長い指が菜摘の薄い腹筋をなぞり、薄い陰毛へと辿り着く。その陰毛をかき分けるようにして、江角が菜摘の秘裂を指先でこじ開けた。

「きゃ、ん……っ」

「菜摘は、相変わらず敏感だな」

　自分でもわかるほどにそこはしとどに濡れて、からかうような江角の言葉にも、さらに興奮は増幅される。

「最初から二本いけそうだぞ。いやらしくて可愛いな、君は」

「わっ、私だって、ちょっと前はこんなじゃなかったんです！　卓也さんが、い、いっぱい弄るからぁ……！」

「人のせいだとでも言うのか？　君が感じやすいのがいけない」

　言葉通り、まるでこじ開けでもするように江角に指をねじ込まれ、菜摘の息が詰まる。ほとんど無抵抗で男の骨張った指をくわえ込んだソコは、どこもかしこも坩る堝つぼのように熱く、溶けきっていた。

「……直接、こうやって君に触れるのも初めてだったな」

　今までのモニター業務では、江角は常に、医療用の薄い手袋をつけていた。今は素手だ。菜摘が胎内をきゅぅと締め付ければ、江角の関節の太いところなど、なんとなくわかる。

（卓也さんに、触れてもらってる）

　自慰の際に思い浮かべていたイメージ通り、江角は菜摘の中をゆっくり解ほぐしはじめた。二本差し入れた指を根元まで食い込ませ、ポルチオの辺りを軽くひっかく動作をする。あるいはＧスポットを揺らし、菜摘が嬌声を上げるのを楽しむ、など、江角は楽しそうに見えた。

「くふ、っ、うん……、あ。中、Ｇスポット、すごいです、ぅ……、そうやって、押し込まれると、すごく気持ちいいです」

「菜摘、今は業務ではないからな、そういうリポートは不要だ」

「ふえっ、あぅ……、す、すいません」

　つい習慣で、自分がどう感じているか、などを口にしてしまい、菜摘は謝ってしまった。江角はそんな菜摘の様子を見て、微笑んでくれている。

「……べつに謝らなくていい。そそられる」

　言うと同時に、江角は勝手を知っている、とばかりに、菜摘の性感帯を責めはじめた。親指でクリトリスを潰すように捏こねながらＧスポットを押し込む。

「くふ、んっ……、はぅ……、きもちい……」

　きゅ、と膣壁が締まり、菜摘はその刺激を味わった。バイブレーターやピストンマシーンの、オーガズムに特化した動きもいいとは思うけれど、こうやって江角の指で触れられると、幸せな気分や愛おしさが湧き上がって、菜摘の胸がじんわり熱くなっていく。

「痛ければ言え」

　そう言うと、江角は菜摘の女陰に顔を寄せて、二本の指を限界まで開き、その隙間に舌をねじ込んだ。指とは違う、熱くて滑るその感触と、性器を間近で見られている、という羞恥が菜摘の熱を跳ね上げる。
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「ふ、あ、あぁ、あん、あん……、あーっ！」

　クリトリスの包皮を唇でつるりと剥かれ、敏感な肉芽をきゅうっ、と強く吸い出された。鋭い性感が電流のようにピリピリと菜摘の背筋を通り抜け、足が跳ねる。そのまま、クリトリスへの愛撫と、中を指でかき回されている感触がまぜこぜになり、違うタイプの性感が菜摘を間欠的に襲った。

「ひ、ひゃあっ、ん、んっ、きもちい、たくやさぁっ、んっ、んんっ!!」

　足を蹴り、ベッドのシーツを乱しながら、菜摘はクンニリングスの快楽になんとか堪えようとする。快感から逃げようと無意識にずり上がるけれど、江角の左腕は菜摘の骨盤にがっちり回されて、どうしようもなくなりながらも、口での愛撫を受け続けるしかない。

「く、ん、んぅ……、うぁ、あっ、あ、やぁ、これ中ぁ、びしょびしょにな、っ、ひゃうぅ……」

　舌の届かない奥の方からも、後から後から愛液がこぼされ、菜摘の性器はもう、唾液と汗と分泌液でぐしゃぐしゃになっている。江角の舌が、指が、菜摘の性感帯を的確に捉えてそこから快感を引きずり出す。頭の中に閃光が何回も爆はぜて、菜摘は軽い絶頂感を何回も味わわされる。

「あ。いく、いく、っ！」

　ぐん、と腰が浮き、背筋を反らしながら菜摘は痙攣した。それでも江角は菜摘の身体を離すことはなく、執拗に丹念な愛撫を延々と加えつづけていた。

（きもちい、卓也さん、だって、卓也さんが、私の身体開発したんだもん、触られたら、こうなっちゃうよぉ……）

　自分の身体が、こんなにまでいやらしく開発されていたことを突きつけられて、菜摘は恥ずかしさに身悶えする。江角の愛撫は、たっぷり十分近くは加えられ、菜摘がやっと解放された時にはもう、足を閉じるような気力もなく、蛙のようなポーズで仰向けに短い呼吸をしつづけるしかなくなっていた。

「気持ち良かったのか？」

　江角が、どこか意地悪そうな口調で菜摘の、上下する薄い腹の筋をなぞる。汗にまみれたそこに触れられると菜摘からは短い悲鳴が漏れて、与えられた快感の大きさを表してくる。

　

　ビニールのかさかさする音が耳に届き、ぼーっとする頭でその方向を見れば、江角は備え付けのコンドームを、くるくると手際よく装着するところだった。陰茎は固くそそり立ち、人形じみた美形の江角に似つかわしくないほどの質量を持っている。

（……私、江角さんと、本当にしちゃうんだ）

　初めてモニターをした夜、江角を思って自慰をした。あの時、江角のソレに貫かれたいと思って、挿入していた指を動かしてなんとか絶頂を迎えていた。そんなことも思いだし、菜摘の思考がさらに蕩けていく。

「挿いれるぞ」

「……は、い……、っ、ぅ、んぅ……」

　散々に嬲なぶられて開きっぱなしになっていた膣への入り口に、江角が先端をあてがい、腰をゆっくり進めてくる。菜摘は涙が出そうな程の幸福感を持って、その質量を受け入れていた。狭い肉の穴を、熱い塊がゆっくり割り開きながら通過していく。

（やっと、つながった）

「すきです。すき、たくやさん」

　業務の中では、それこそ何回も何十回も乱れている。いやらしい姿も全部見せながら、バイブの刺激で絶頂を味わったりしていた。でも、触れてくれないことが哀しくて、江角の熱が欲しくてたまらなかった。

「あついの、きもちいい……」

　怠だるい腕を伸ばしながら、江角の癖っ毛を抱え込むように抱きしめる。菜摘の膣奥に先端が突き当たる気配がして、江角は侵入を止めた。そして細く長く息を吐き出しながら、菜摘を腕の輪の中に閉じ込めた。

「……つながった」

　ぼそ、っと呟つぶやかれ、江角が力を抜いたのか、菜摘の上の体重が増す。その重さも心地よく、菜摘は荒い息を吐き出しながら江角にしがみつく。

「少し、このままでいさせてくれ……」

　江角はきつく菜摘を抱きしめるばかりで、抽送を始めようとはしない。菜摘の中で脈打つ幹がはっきりと感じられ、呼吸をするときの微妙な動きでさえ、鋭い性感に感じられる程だった。

「たく、やさぁん……」

　菜摘が唇を突き出してねだると、優しいキスが降ってくる。頬から額、鼻先、顎先を甘く噛むように口付けられ、最後に唇がすっぽり覆われるように口付けられる。上は、甘く、情熱的なキスで繋がり、下は性器同士で繋がり、固く抱きしめ合えば、汗でぬるぬるの肌はどちらがどちらのものか、境目がわからなくなるようだった。

（ひとつになっている）

　腹の上の江角は動くこともなく、ただただ菜摘をぎゅうぎゅうと抱きしめる。気持ちはどんどん昂ぶっていって、心臓の拍動は激しくなっていって、挿入されたままの内壁が、どんどん馴な染じんでいく。息をすると膣の筋肉がきゅっと締まり、江角が低くうめいた。

「俺たち、一つだな」

　感嘆するように江角が吐き出し、菜摘は頷いた。好きな人と一体になっている、という幸福が、頭の芯をどんどん桃色に染めていく。口を尖らしてついばみ合ったり、胸の尖りを吸われたり、結合しながらのじゃれ合いはとても幸せで、気持ち良さに菜摘の身体は蕩けていくようだった。

「すき、すき、たくやさぁん……」

「俺も好きだよ。ふふ、菜摘」

　つい漏れてしまった菜摘の台詞を聞いた江角は微笑み、何十回目かの口づけを送ってくる。唾液で汚れた口元や顎先を甘く噛まれると、くらくらするような白い火花が目の裏に散っていった。

（きもちいい……）

　ふわふわするような快感の中を漂う菜摘を、現実に引き戻したのは、江角の鋭い一撃だった。

「……すまない、菜摘、俺もう、限界が」

「え？　あ、きゃあああっ！」

　江角が眉根を寄せて限界を訴える。少し身体を離して、埋め込んだままだった陰茎を雁首のところまで引き抜き、奥に一気に突き入れる。膣口から子宮までを一時に抉られて、菜摘はそれだけでオーガズムに達してしまった。

「んあ、ああっ、あっ、いっひゃ、イキました、なか、ぁ、ビクビクしひゃうぅっ！」

　身体を反らし切り、シーツを握りしめ、足を突っ張りながらひくひく痙攣する菜摘を、江角は欲望のこもった視線で見下ろす。

「は、は、もうイったのか。君は本当に、可愛らしいな……」

　奥に突き入れた尖端を子宮口に押しつけつつ、頬を優しく撫でてくる江角の声色に加虐心が混じる。楽しそうに唇を歪め、江角はまた腰を引き、再び入り口から奥までを勢いよく犯し抜いた。

「あああああっ、たくやひゃ、ん、っ、イってます、イくから、も、イッひゃうからぁ、も、いじめないれぇ！」

「いじめたい。イキっぱなしにしたい。菜摘のこと、めちゃくちゃに、したいっ！」

　そう言いながら、江角は三度目の抽送を菜摘に加えた。

「ひ、ひあああっ、おく、すごいっ、おくぐちゃぐちゃにしないれぇ……、も、イクのやら、やらぁ……！」

「なんだ？　奥の方いじめてほしいのか？」

　おもむろに菜摘の足を抱え上げて、骨盤を引き寄せ、江角は男根の届く限界までを容赦なく貫く。

「ひ、ぃぃ、っ……、か、あ……、あっ……、あ━━……」

　目の裏に、稲妻のような真っ白なスパークが見えて、何かがお腹の中で爆発したのかと思った。江角は半分意識を飛ばしたような菜摘の腰を抱え上げ、ポルチオを先端で抉りながら、何度も何度も突き上げる。菜摘はもう、声を上げることもできず、その動きにゆらゆら揺らされるままで、快楽の奔流に晒されつづける。

（きもちい、きもちいい、おなか、すごい、あたま、おかしく、なる）

「あたま、おかひ、く、なる、っ、あ、またイクイク、イク、っ、いってるから、も、ゆるしてぇ……」

　菜摘の哀願など、江角にとっては欲望を煽あおるばかりだった。許して、などという訴えは無視され、連続で絶頂させるように、荒々しい動作で江角は獣けもののように菜摘を犯しはじめた。

「イクの、好きだろ？　あんなオモチャでいつもイキまくってて、俺で、俺ので気持ちよくなってろよ、なつ、みっ」

　ガツガツとさらに腰をぶつけられ、激しい律動で菜摘は揺らされ続ける。江角が腰を引く度に、ぷちゅ、と愛液と何かが混ざった泡立つ粘液が、膣と陰茎の隙間から漏れ、ベッドのシーツまでをしとどに濡らしていった。

「たくやさ、あ、っ、ああぁ、あっ、きすして、き、す……」

　何かに縋すがらないと、頭のおかしくなりそうな猛烈な性感に菜摘は無意識にキスをねだる。江角は菜摘の身体を折り曲げるように体勢を変え、苦しい格好から唇を塞いでくる。二つ折りにされた菜摘の身体は軋み、もう逃げられない檻おりのようにもなってしまった。

「ん、んむ、む……、ふー、っ、ふ━━」

　体勢は苦しく、唇は塞がれ、呼吸も満足にできない。そんな状態からも江角の抽送は続けられ、今度は菜摘の胎内の浅い所を集中的に抉ってきた。違う種類の性感を与えられて、菜摘はまた、痙攣を繰り返しながらイキ続ける。

（くるし、でもきもちいよぉ、もっと、ほしい、もっと、ぉ……、あ、とけちゃう、とけちゃう……っ）

　もう、キスをしてくる江角の舌と、自分の咥内の粘膜の区別もつかない。菜摘は夢中で江角の頭を抱え込み、必死になりながら舌を出す。歯を立てられると、そんな僅かな刺激からも軽い絶頂感に連続で襲われる。

「ん、んぅぅ、む、ぅ……、ん──っ！　ん、は、っ、はー、はー、は、っ」

　執拗な口付けから解放されて、菜摘は息をやっと吐いた。すでに瞳は涙で滲にじみ、唾液と汗とが混ざった顔は、ぐちゃぐちゃに汚れている。

「どろどろだな……っ、かわいらしい」

　くく、と江角は蕩けきった菜摘のイキ顔を見下ろしながら、喉の奥で笑った。そして菜摘の脚を限界まで開かせて、最後の律動を、これでもかと打ち込んでくる。

「……あっ。あっ、あ━━、あ━━、あ━━、あ、あ、あっ、あ━━、……」

　菜摘はもう、だらしない声を上げ続け、性欲を受け入れるだけの肉の人形になっていた。江角の与える衝撃を全部、身体は快楽へと変換していく。

　狭い産道の奥、ポルチオを突かれて痙攣しながら絶頂し、抜く江角の動作に膣壁を擦こすり上げられ、また絶頂する。さらに激しく何度も、何度も往復されて、菜摘の身体は力無く震えるだけになる。

（いく、いく、いく、あたま、おかし、だめ、これ、いくの、も、いく、いっひゃう、いっひゃうぅ……っ！）

　頭の中はとりとめもなく言葉が散乱し、もう、気持ちが良い、ということしか理解できない。玩具では得られない快感が、菜摘をどこかに連れていこうとしていた。腰の中に大きな熱い塊ができて、それがじわじわと拡がり背骨を伝う。きゅ、きゅ、と不ふ随ずい意いに膣の括約筋が痙攣して、胎内の、江角の陰茎をしゃぶるように味わおうとする。

「ふあ、あ、あっ、あー、あー、あ━━、ひ、きゃ、あああああああぁ！！」

　ばちゅんっ、と大きな音がして菜摘の最奥のそのまた奥まで、先端が突き入れられた。そして中で何かが膨らむ気配がして、熱さを腹の底で受け止める。同時にふわりと浮くような、お腹の中が膨らむような感触とともに、最後の快楽の津波が菜摘の全身を突っ張らせ、震えさせた。

「あっ、いく、いくの、あう、く、うううっ、んっ！　たくやひゃん、たく、や、さぁんっ！」

「っ、は、すごいな、なつみ……」

　菜摘の絶頂を見届けて、腰を引いて江角が三十分近く挿入しっぱなしだった陰茎を抜き出し、コンドームを取り外して縛った。精液だまりには白く濃い粘液が相当量に溜まっていて、自身の欲望の大きさを再度実感し、苦笑が漏れる。

「……っ、は━━、は……、はぁ……」

　菜摘と言えば、まだ絶頂の余よ韻いんからさめていないようで、手足を投げ出し、合わない焦点で虚こ空くうを見つめながら、ただ荒い息を吐いているだけだった。股間を見ると、犯されつづけていたせいか膣口はぱっくり口を開けて、息づかいに合わせて紅色の粘膜を晒しながらひくついている。泡立つ蜜が垂れる様子を見ると少しムラムラともしたけれど、江角はぐっと堪えて、下着を身につけ、シャツとスラックスも履いた。そして、頬を軽く叩いて起こそうとしたが、むにゃむにゃ言うばかりで、菜摘はすっかり寝てしまっているようだった。

「こら、起きろ」

「……ふぇ……、ねむ……い、つかれ、た……」

　ぼんやりと、子どものような口調で返す菜摘に苦笑しながら、江角はその身体を、ウェットティッシュで拭ぬぐっていった。汗と愛液にまみれた菜摘はどろどろではあったが、感じてくれていた証拠のようで江角は好感を覚える。ショートの黒髪に触れると汗で濡れていて、江角は幼く見える菜摘の寝顔から、額をなぞって張り付く前髪を取ってやる。ついでに手元のタオルケットを拡げ身体に被せてやると、いよいよ本格的に寝入ってしまったようで、すーすーとした寝息だけが聞こえてきた。江角は、ぼそりと呟く。

「……人を好きになった、という自分自身の感情の変化は面白い。要分析だな……」

　江角は菜摘の髪をいつまでも撫でながら、寝顔を愛おしげに見つめている。夕陽のさすモニター室はすぐに薄暗くなっていった。







　交際を始めてすぐ、具体的には、初めて身体を繋げた次の日には、愛染社長にそのことを報告した。社長は喜びつつも、「たっくん、彼女できるの初めてじゃないかしら？」なんて小首を傾げて言っていて、江角は何も返さなかったけれど、どこか不本意そうにも見えた。

　身体から始めてしまった恋だったけれど、菜摘には何も不安はなかった。たまに仕事に夢中になってそっけなくされることもあったけれど、江角はベッドの上以外では穏やかで優しい。開発したバイブはすぐに生産ラインに乗りはじめ、口コミで段々と売り上げが増えていっていた。毎日のように行うモニター料も、口座に規定通りに振り込まれ、このままいけば菜摘の奨学金も、五年も経たずに返還できそうな目途も立っている。

　そんな順調な毎日の中、菜摘と江角は、連れ立って瀟しょう洒しゃな産院の門を後にする。

「赤ちゃん、可愛いかったですね！」

「ああ。無事に産まれて何よりだったな」

　先日、愛染社長が出産を終えて、二人は会社を代表し、連れ立ってお見舞いに来ていた。赤ちゃんの可愛さもさる事ながら、お産と新生児のお世話で疲れたのか、少し儚はかなげになった社長も、普段とは違う雰囲気で美しかった。そして何より、産院の個室の豪華さに、菜摘は興味津々だった。どこかのホテルかと思うくらいに華麗で、出る時にちらっと見た食事も、ものすごく美味しそうだった。

「あと、産院スゴかったですね！　お昼ご飯って見ました？　ローストビーフにキャビアが乗ってましたよ〜」

「祝い膳だな。昔から、産婦の回復を願って、産後に出されるモノだ」

　数カ月交際してわかったことだけれども、江角はとても物知りだった。対する菜摘は、やっぱり自分は世間知らずだったな、など落ち込む事も多かったが、救いは、江角が知らないという事をバカにはしてこない事だった。尋ねればなんでも教えてくれる江角に、菜摘は感謝することしかできない。正直、変な会社で変な業務についてしまった、など、後悔した日もあったけれども、今こうやって江角と手を繋いで歩いていると、自分にはもしかしたらこの会社が運命だったのかもしれない、とも思う。

「しっかし、次の商品は男性用のそーゆーオモチャを開発したいって、そんな事もお部屋でおっしゃってましたね、愛染社長……」

「君が、身体を張って開発してくれたバイブレーターの完成度が高いからな。瑤子さんなりの、感謝の言葉なんだろう」

「……モニターって、誰がするんですかね……？」

「……あまり、考えたくはない、な」

　江角は何を想像したのか、整った眉毛を寄せて、唇を曲げて渋い顔をする。
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「大丈夫ですよ、私も機器の扱い方を教えていただいてますし、安心して任せてください！」

「う……。ああ！　あと本当に、産院のインテリアはすごかったな。ロビーの大理石も天然だった」

　江角は強引とも思えるほどに無理矢理に、話題をそらそうとがんばる。菜摘はその努力に気付いてるのかいないのか、屈託のない笑顔で無邪気に返した。

「そうですね、社長もあんないいとこで一週間か……。赤ちゃんのお世話は大変だろうけど、少しでも身体が休まるといいですね……」

「……君は、その、こう、あの場所を使いたいとか、そういうのはないの、か？」

　いつもの江角の、低く落ち着いた声とは違う、少し焦りも含んだ高めの声が、菜摘の耳に届く。内容をよく理解できなかった菜摘は、眉毛を上げて、江角にもう一度聞き返した。

「はぁ……？　あの、それって、どういう意……？」

「君も、子どもが欲しいとか、そのような願望はないのかと聞いている！」

　見上げる菜摘の瞳に、一瞬で真っ赤に染まる江角の耳みみ朶たぶが目に入る。

（子ども？　私が？）

「え？　あ！　あああ!!　あの、はいっ！　欲しいです!!」

　やっと気付いた菜摘の頬も、どんどん紅潮していった。

「……全く菜摘は、そういうところが鈍い」

　少し唇を突き出し、むくれたような顔をしつつも江角が手を差し出した。菜摘はその大きな手のひらを握り返して、高まる心拍を感じている。

　二人の鼓動が溶け合うほどに固く手を握ると、まるで一つになったような感覚にもなる。このままずっと、この人と一つでいられたらいいな、などと思いつつ、二人は脚を揃えて青空の下を歩んでいくのだった。







★おわり★










　注釈





※白はく皙せき……色が白い事









本日の業務は快感開発です!?

無愛想貴公子に大人のオモチャで乱されてます！
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